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ドキュメントのアクセシビリティについて

Oracleのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWeb サイト http://
www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc を参照してください。

Access to Oracle Support
Oracleサポート・サービスでは、My Oracle Supportを通して電子支援サービスを提供しています。詳細情報
は http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info か、聴覚に障害のあるお客様は http://
www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs を参照してください。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs


ドキュメントのフィードバック

このドキュメントへのフィードバックをお送りください: epmdoc_ww@oracle.com

次のソーシャル・メディア・サイトでEPM情報開発をフォローできます:

LinkedIn - http://www.linkedin.com/groups?gid=3127051&goback=.gmp_3127051

Twitter - http://twitter.com/hyperionepminfo

Facebook - http://www.facebook.com/pages/Hyperion-EPM-Info/102682103112642

Google+ - https://plus.google.com/106915048672979407731/#106915048672979407731/posts

YouTube - http://www.youtube.com/user/OracleEPMWebcasts

http://www.linkedin.com/groups?gid=3127051&goback=.gmp_3127051
http://twitter.com/hyperionepminfo
http://www.facebook.com/pages/Hyperion-EPM-Info/102682103112642
https://plus.google.com/106915048672979407731/#106915048672979407731/posts
http://www.youtube.com/user/OracleEPMWebcasts
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1
スタート・ガイド

この項の内容：
Oracle Financial Management Analyticsについて ...................................................................  7
Oracle BI EEダッシュボードについて ........................................................................................... 8
Oracle BI EEのコンポーネントについて ........................................................................................  9
Oracle Financial Management Analyticsページの移動 .............................................................  9
Webブラウザを使用したOracle Financial Management AnalyticsのURLへのアクセス .................  12
OFMAアラート通知の設定 ........................................................................................................  20
Oracle Financial Management Analyticsの使用 ....................................................................  21

Oracle Financial Management Analyticsについて
ダッシュボードを介して、Oracle Financial Management Analyticsでは、経営幹部が組織の業績の一元化され
た財務面や財務以外の面にアクセスできます。

組込み済の分析機能により、既存のOracle Hyperion Financial Management、Oracle Hyperion Tax
ProvisionおよびOracle Hyperion Financial Close Managementアプリケーションの集計データを使用して、
キー・パフォーマンス・インディケータ、決算プロセスのステータス、およびその他のメトリックが表示されます。ダッシュ
ボードを使用すると、様々な財務シナリオに応じて、アクセス可能な形式でデータを分析できます。

Oracle Financial Management Analyticsは、次の製品に基づいています:

• Financial Management
• Financial Close Management

○Close Manager
○Account Reconciliation Manager

• Tax Provision

次のダッシュボード・ページは、Financial Managementに基づいています:

•  25ページのFinancial Managementダッシュボード
•  34ページのキー・パフォーマンス・インディケータ・ダッシュボード
•  43ページのプロセス管理ダッシュボード

Close Managerダッシュボード(51ページ)・ページおよびAccount Reconciliation Managerダッシュボー
ド(62ページ)・ページは、Financial Close Managementに基づいています。
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Tax Provisionダッシュボード(77ページ)・ページは、Hyperion Tax Provisionアプリケーションに基づいてお
り、これらのアプリケーションはFinancial Managementを使用して作成されています。

Oracle BI EEダッシュボードについて

ダッシュボード
ダッシュボードは、企業情報や外部情報のパーソナライズされたビューを提供します。ダッシュボードには、分
析、Webサイトへのリンク、Oracle Financial Management Analyticsレポートなどのコンテンツを含む1つ以上
のページがあります。ダッシュボードを使用すると、エンド・ユーザーが分析情報にアクセスできるようになります。

ダッシュボード・ページでは、次のいずれかのアクションを実行できます:

• レポートの表示
• レポートのドリル・ダウン
• レポート内での対話型操作

ダッシュボードでは、インターネット、共有ファイル・サーバー、ドキュメント・リポジトリなど、他のソースからコンテンツを
集約することもできます。

ダッシュボード・ページ
ダッシュボードには、ダッシュボード・オブジェクト、Oracle BIプレゼンテーション・カタログに保存されているコンテ
ンツ、およびプレゼンテーション・カタログ内のフォルダのビューを含めることができます。

ダッシュボード・ページには、Webブラウザでアクセスまたは開くことのできるものなら何でも表示できます。これらの
ページに含まれるダッシュボード・オブジェクトには次のものがあります:

• 結果分析 - Oracle BIサーバーから返された、分析条件に一致する出力です。表、チャート、ゲージなどの様々な
ビューに表示できます。結果は、確認して分析し、保存または印刷したり、スプレッドシートにダウンロードすることが
できます。

• エージェントからのアラート
• イメージ
• テキスト
• Oracle BIプレゼンテーション・カタログ内のフォルダーのビュー
• Webサイトへのリンク
• ドキュメントへのリンク

適切な権限を持つユーザーは、ダッシュボード・エディタを使用して、選択ペインからダッシュボード・レイアウトページ
にドラッグすることで、コンテンツをダッシュボードに追加できます。ダッシュボードの背景色およびテキストのサイズ
はスタイルおよびスキンによって制御されますが、フォーマットのダイアログ・ボックスで変更できます。

ダッシュボードの作成が行えるのは管理権限を持つユーザーのみです。ダッシュボード(個人および共有)を変更する
権限は、Oracle BI管理者が指定したとおりに、より幅広いユーザーに付与されます。

Oracle Financial Management Analytics管理者ガイドを参照してください
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Oracle BI EEのコンポーネントについて
Oracle Business Intelligence Enterprise Editionは、対話型ダッシュボードやリアルタイムの予測インテリジェ
ンスなど幅広いBI機能を提供するための最適な基盤となる、包括的なエンタープライズBIプラットフォーム・スイート
です。

Oracle BI EEは、BIサーバー、BI管理ツール、BIプレゼンテーション・サービスなどのコンポーネントで構成されてい
ます。次の項では、Oracle BI EEとその内部コンポーネントについて説明します:

• Oracle BIサーバー

Oracle BIサーバーは、拡張性が高く、きわめて効率的な問合せ、レポート作成および分析用のサーバーであ
り、Business Intelligence Suiteのその他のコンポーネント(アンサー、ダッシュボード、データ・マイニング、レポー
ティング、分析アプリケーションなど)を使用できるようになります。

最も速く回答が得られるのはどの表かをサーバーが判断するので、ユーザーがビジネス上の適切な質問をするこ
とに専念する際に役立ちます。Oracle BIサーバーが集計表へ移動するのに十分な情報を得られるよう、リポジト
リ内の特定のメタデータを構成する必要があります。

• Oracle BI管理ツール

ビジネス・モデル、表、列およびサブジェクト・エリアの権限の設定; データへのアクセスを制限するフィルタの指
定; 認証オプションの設定などのタスクを実行できます。管理ツールには次の3つのレイヤーがあります:

○物理レイヤー

Oracle BIサーバーが問合せを送信する先のデータ・ソースの物理構造を表します。物理レイヤーは、管理ツール
の右側のペインに表示されます。

○ビジネス・モデルおよびマッピング・レイヤー

リポジトリ内の情報の論理構造を表します。ビジネス・モデルには、論理表に配置された論理列、論理結合およ
びディメンショナル階層定義が含まれています。ビジネス・モデルおよびマッピング・レイヤーには、論理列から
物理レイヤー内のソース・データへのマッピングも含まれています。これは、管理ツールの中央のペインに表示さ
れます。

○プレゼンテーション・レイヤー

リポジトリのプレゼンテーション構造を表します。プレゼンテーション・レイヤーを使用すると、ビジネス・モデルお
よびマッピング・レイヤーとは異なるビューを表現できます。これは、管理ツールの左側のペインに表示されます。

• Oracle BIプレゼンテーション・サービス

Oracle BIプレゼンテーション・サービス管理: プレゼンテーション・カタログ・オブジェクト(ダッシュボードやダッ
シュボード・ページなど)に対する権限の設定などのタスクを実行できます。

Oracle Financial Management Analyticsページの移動
Oracle Financial Management Analyticsのページは定型的なレイアウトで、ユーザーがダッシュボードを移動す
る際に便利で、ダッシュボード情報へのアクセスが容易になります。
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次に、Oracle Financial Management Analyticsページの標準的なレイアウトについて説明します:

表1 Oracle Financial Management Analyticsページの標準的なレイアウト

 ページ・レイアウト 説明

1 Oracle BI EEグローバル・ヘッ
ダー

組織のロゴ、検索オプション、詳細設定オプション、ユーザーID、ヘルプお
よびリンクが含まれています。

タスクを素早く開始したり、Oracle BIプレゼンテーション・カタログのオブ
ジェクトを検索する際に役立ちます。

2 プライマリ・タブ 「貸借対照表」を表示する際に使用します

3 ダッシュボード・ページのタブ 個々のダッシュボード・ページに移動する際に使用します。たとえば、上の
画像を例にとった場合、「貸借対照表」ダッシュボード・タブの下には、次
のダッシュボード・ページのタブが表示されます:

• 貸借対照表: レポートおよび傾向ダッシュボード・ページ
• 貸借対照表: 地域分析ダッシュボード・ページ
• 貸借対照表: カスタム分析ダッシュボード・ページ
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 ページ・レイアウト 説明
• 貸借対照表: 期別分析ダッシュボード・ページ

4 視点セレクタ ダッシュボード・ページのシナリオ、年など、視点ディメンションを選択でき
ます。

5 「コンテンツ領域」または「コンテン
ツ」セクション

セクション内には複数のレポートが配置されます。下にスクロールするか、
上のセクションを最小化して、下のレポートを表示します。

6 ダッシュボード・ページのリンク 後続のダッシュボード・ページに移動します。

7 起動ページ 構成済の製品のランディング・ページを表示できます。

Oracle BI EEグローバル・ヘッダー
グローバル・ヘッダーには、タスクを素早く開始したり、Oracle BIプレゼンテーション・カタログのオブジェクトを検索
できる、リンクおよびオプションが含まれています。

グローバル・ヘッダーを使用すると、「Oracle BI EEホーム」ページに戻らずに、新しいタスクへのアクセス、カタログ
の検索、製品ドキュメントへのアクセス、または別のオブジェクトの表示をより素早く行うことができます。

Oracle® Business Intelligence Enterprise Editionリリース11gのドキュメントを参照してください。

Oracle BI EEのドキュメントにアクセスする場合は、Oracle Business Intelligence Suite Enterprise
Editionのドキュメント・ライブラリ(http://download.oracle.com/docs/cd/E10415_01/doc/nav/
portal_booklist.htm)を参照してください。

ツールバー・オプション

ツールバーには、「ページ・オプション」ボタン があります。表示されるオプションはユーザー権限によって異なりま
す。

詳細は、Oracle(R) Business Intelligence Enterprise Editionリリース11gのドキュメントを参照してください。

Oracle BI EEのドキュメントにアクセスする場合は、Oracle Business Intelligence Suite Enterprise
Editionのドキュメント・ライブラリ(http://download.oracle.com/docs/cd/E10415_01/doc/nav/
portal_booklist.htm)を参照してください。

一般プリファレンスの設定
Oracle Financial Management Analyticsのプリファレンスは、マイ・アカウント・オプションを使用して設定でき
ます。プリファレンス設定情報は、カタログ・フォルダに保存されます。プリファレンス設定オプションは、割り当てられ
ている権限に基づいて実行できます。

http://download.oracle.com/docs/cd/E10415_01/doc/nav/portal_booklist.htm
http://download.oracle.com/docs/cd/E10415_01/doc/nav/portal_booklist.htm
http://download.oracle.com/docs/cd/E10415_01/doc/nav/portal_booklist.htm
http://download.oracle.com/docs/cd/E10415_01/doc/nav/portal_booklist.htm
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詳細は、Oracle(R) Business Intelligence Enterprise Editionリリース11gのドキュメントを参照してください。

Oracle BI EEのドキュメントにアクセスする場合は、Oracle Business Intelligence Suite Enterprise
Editionのドキュメント・ライブラリ(http://download.oracle.com/docs/cd/E10415_01/doc/nav/
portal_booklist.htm)を参照してください。

「マイ・アカウント」ダイアログ・ボックス
ロケール、タイム・ゾーン、優先通貨、エージェントによるアラート配信のための配信オプションなど、個人のプリファレ
ンスを指定します。表示されるオプションはユーザー権限によって異なります。

詳細は、Oracle(R) Business Intelligence Enterprise Editionリリース11gのドキュメントを参照してください。

Oracle BI EEのドキュメントにアクセスする場合は、Oracle Business Intelligence Suite Enterprise
Editionのドキュメント・ライブラリ(http://download.oracle.com/docs/cd/E10415_01/doc/nav/
portal_booklist.htm)を参照してください。

Webブラウザを使用したOracle Financial Management
AnalyticsのURLへのアクセス
次の手順では、Oracle Financial Management Analyticsへのアクセス方法を説明します。

Oracle Financial Management Analyticsへのログイン
Oracle Financial Management Analyticsにログインするには:

1. ブラウザで、http://ServerName:Port/analyticsのようなURL詳細を入力します。例: http://
myserver:7001/analytics

• ServerNameは、Oracle BI EEサーバーをホストするコンピュータの名前です。

• 「ポート」は、Oracle BI EEサーバーのポート番号です。

• analyticsは、Oracle BI EEサーバー用に設定したディレクトリです。
2. Oracle Business Intelligenceの「ログオン」画面で、「ユーザーID」および「パスワード」を入力します。
3. 言語を選択します; デフォルトは英語です。
4. 「サイン・イン」をクリックします。

Oracle BI EEの「ホーム」ページが表示されます。

http://download.oracle.com/docs/cd/E10415_01/doc/nav/portal_booklist.htm
http://download.oracle.com/docs/cd/E10415_01/doc/nav/portal_booklist.htm
http://download.oracle.com/docs/cd/E10415_01/doc/nav/portal_booklist.htm
http://download.oracle.com/docs/cd/E10415_01/doc/nav/portal_booklist.htm
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Oracle BI EEの「ホーム」ページからOracle Financial Management
Analyticsへの移動
Oracle BI EEアプリケーションにサイン・インすると、Oracle BI EEの「ホーム」ページが表示されます。

Oracle Financial Management Analyticsを探すには:

1. Oracle BI EEグローバル・ヘッダーで、「ダッシュボード」リンクを選択します。
2. 「OFMA」メニュー・リストを選択します。
3. 「OFMA」リストから、次のいずれかを選択します:

• Financial Close Management

• Financial Management

• Tax Provision

Oracle Financial Management Analyticsからのログアウト
Oracle Financial Management Analyticsからログアウトするには、Oracle BI EEで「サイン・アウト」をクリック
します。

iPadでのBIモバイル・クライアントのインストール
Oracle BI Mobileをダウンロードおよびインストールするには:

1. iPad上のApp StoreでOracle Business Intelligence Mobile HDを探します。
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2. 「Oracle BI HD」アプリケーションを選択し、「インストール」をタップします。

注：

AppleのApp Storeで、Oracle BI Mobile for iPadは「Oracle BI HD」と呼ばれます。

注：

詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Mobileユーザー・ガイ
ド11gリリースを参照してください

iPadでのBI HDクライアントの最初の起動
「ホーム」画面のアイコンをタップして、Oracle Business Intelligence Mobileアプリケーションを開きま
す。Oracle BI Mobileアプリケーションを初めて使用すると、ライセンス画面が表示され、その後、サーバー構成を追
加する初期サーバー設定画面を提供するログイン・ページが表示されます。

BI MobileまたはiPadで初めてOracle Financial Management Analyticsアプリケーションを起動するに
は:

1. デバイスの「ホーム」画面で、Oracle BI Mobileアプリケーション・アイコンをタップします。
2. スクロールしてライセンス契約を読み、条項に同意する場合、「承認」をタップします。
3. 「サーバーの追加」行(青い「追加」アイコンの付いた)をタップして、初期サーバー構成設定を入力します。

4. 「サーバー設定」画面で、次を指定します:

• 名前: サーバー接続に名前を指定します。設定した後に、この名前を変更することはできません。

http://docs.oracle.com/cd/E28280_01/bi.1111/e25318/getstarted.htm
http://docs.oracle.com/cd/E28280_01/bi.1111/e25318/getstarted.htm
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• ホスト: 接続先のサーバーの名前を入力します。IPアドレス(例: 192.168.1.1)またはOracle BIプレゼン
テーション・サービスが実行中のコンピュータの完全修飾ホスト名(例: host1.example.com)のいずれかを
入力します。

注：

サーバーにリダイレクトする代理のURL (tinyurl.com/1234など)は入力しないでください。

• ポート: ポート番号を入力します。例: 7001。
• SSL: トグルをタップして、「オン」または「オフ」を選択します。セキュア・ソケット・レイヤー(SSL)プロトコルは、

システム管理者が、Oracle Business Intelligenceプレゼンテーション・サービス・サーバーのエントリ・ポイ
ントに構成します。SSLが接続先のサーバー上に構成されている場合、この設定を「オン」に切り替えます。シ
ステム管理者は、Oracle Business Intelligenceプレゼンテーション・サービス・サーバー上にSSLを構成す
るようアドバイスされます。

• SSO: トグルをタップして、「オン」または「オフ」を選択します。シングル・サインオン(SSO)は、システム管理
者が、Oracle Business Intelligenceプレゼンテーション・サービス・サーバーのエントリ・ポイントに構成しま
す。SSOが接続先のサーバー上に構成されている場合、この設定を「オン」に切り替えます。

• ユーザー名: Oracle BI EEに接続しているユーザー名を入力します。
• パスワード: Oracle BI EEに接続しているパスワードを指定します。
• パスワードの保存: トグルをタップして、「オン」または「オフ」を選択します。「オン」に設定した場合、「パスワー

ド」フィールドに入力したパスワードは、サーバーの構成の一部として保存されます。「オフ」に設定した場合、ア
プリケーションを起動するたびにパスワードの入力を求められます。デフォルト設定は「オン」です。

• デバイスのロケール: トグルをタップして、「オン」または「オフ」を選択します。「オン」に設定した場合、アプ
リケーションでは、デバイスのユーザー・インタフェースの言語および地域のフォーマットの設定が使用されま
す。「オフ」に設定した場合、言語および地域のフォーマットは、Oracle BIプレゼンテーション・サービスのユー
ザー・プリファレンスに基づいています。このトグルはBIコンテンツのみに影響します。「オフ」に設定すると、
アプリケーション・シェルのユーザー・インタフェースへの影響はありません。

• Analyticsのパス: 例: /analytics/saw.dll。
• Publisherのパス: 例: /xmlpserver。この設定は必須です。ただし、BI Publisherコンテンツにアクセスし

ている場合にのみ使用されます。
5. 「保存」をタップします。
6. 「ログイン」をタップします。

注：

詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Mobileユーザー・ガイ
ド11gリリースを参照してください

BI HDクライアント内の移動
左ペインのナビゲーション・バーを使用して、Oracle BI Mobileアプリケーション内を移動できます。表示するアイコ
ンをタップします。「設定」ビューで、Oracle BI Mobileのインスタンスを開始するビューを選択できます。

http://docs.oracle.com/cd/E28280_01/bi.1111/e25318/getstarted.htm
http://docs.oracle.com/cd/E28280_01/bi.1111/e25318/getstarted.htm
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ナビゲーション・バーを使用すると、Oracle BI Mobileアプリケーション内の様々なビュー(「最新」、「お気に入
り」、「ダッシュボード」、「ローカル」(ローカルに保存されたコンテンツ用)、および「検索」)に移動できます。

Oracle Financial Management Analyticsアプリケーションを以前に起動した場合、最近表示された項目が「最
新」ビューに表示されます。

注：

詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Mobileユーザー・ガイ
ド11gリリースを参照してください

「ダッシュボード」ビューに項目が表示されます。

http://docs.oracle.com/cd/E28280_01/bi.1111/e25318/getstarted.htm
http://docs.oracle.com/cd/E28280_01/bi.1111/e25318/getstarted.htm
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注：

デバイスの「ホーム」ボタンを使用すると、Oracle BI Mobileの外に移動し、Oracle BI Mobile
アイコンがある「ホーム」画面に戻ります。

ipadデバイスに、Financial Managementの起動ダッシュボードが表示されます。
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ipadデバイスに、Tax Provisionの起動ダッシュボードが表示されます。
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ipadデバイスに、Close Managerの起動ダッシュボードが表示されます。

ipadデバイスに、Account Reconciliation Managerの起動ダッシュボードが表示されます。
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Oracle Financial Management Analyticsのヘルプへのアクセス
このリリースのOracle Financial Management Analyticsでは、次の場所からOracle Financial Management
Analyticsユーザー・ガイドおよびOracle Financial Management Analytics管理者ガイドのヘルプにアクセスできます:

• Windows: 「スタート」メニューから
• 起動ページから
• Enterprise Performance Management Systemリリース11.1.2.4.000のドキュメント・ライブラリから

注：

Oracle BI EEグローバル・ヘッダーの「ヘルプ」メニューには、Oracle BI EEのヘルプおよびド
キュメントのみが表示されます。

どのアクセス・ポイントからも、Oracle Technical Network (OTN)のEPM Systemリリース11.1.2.4.+のドキュメ
ント・ライブラリに移動します

次のドキュメントは、PDF、HTML、MOBI (Kindle)およびEPUB (iPad、iPhoneおよびiPodデバイス用)の形式で
提供されています:

• Oracle Financial Management Analytics管理者ガイド
• Oracle Financial Management Analyticsユーザー・ガイド

注：

Oracle BI EEのドキュメントにアクセスする場合は、Oracle Business Intelligence Suite
Enterprise Editionのドキュメント・ライブラリ(http://download.oracle.com/docs/cd/
E10415_01/doc/nav/portal_booklist.htm)を参照してください。

「スタート」メニューを使用してEPM Systemリリース11.1.2.4.000のドキュメントからドキュメントにアクセスす
るには:

1. Windows: 「スタート」、「すべのプログラム」、「Oracle Financial Management Analytics」、「Help」の順
に選択します。

2. 左側のペインで、「Financial PM Applications」タブを選択します。
3. 右側のペインで、「Oracle Financial Management Analytics」までスクロールします。
4. 表示するドキュメントの隣で、フォーマットを選択します。

• PDF
• HTML
• MOBI (Kindleでの表示用)
• EPUB (iPad、iPhoneおよびiPodデバイス用)

OFMAアラート通知の設定
アラートの登録先のエージェントを選択できます。

http://download.oracle.com/docs/cd/E10415_01/doc/nav/portal_booklist.htm
http://download.oracle.com/docs/cd/E10415_01/doc/nav/portal_booklist.htm
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アラートに登録するには、次の手順に従います。
1. グローバル・ヘッダーで、「カタログ」をクリックし、「共有フォルダ」を選択して、Reportsフォルダに移動します。
2. Reportsフォルダで、HFMフォルダを選択してから、Alertsフォルダを選択します。
3. 「エージェント」で、「詳細」、「登録」の順に選択します。

アラートにアクセスして管理するには:
1. グローバル・ヘッダーで、「アラート」をクリックします。
2. アラートを表示および管理します。

Oracle Financial Management Analyticsの使用
次の操作を実行してダッシュボードの情報にアクセスします:

•  21ページのグラフでのセクション・スライダの使用
•  21ページのレポートの印刷
•  22ページのレポートのエクスポート
•  22ページのレポートの上にカーソルを置く

グラフでのセクション・スライダの使用
セクション・スライダをある勘定科目から別の勘定科目に動かすと、レポートに勘定科目のデータが表示されます。

• スライダ・バー - 属性または階層列のメンバーが値として表示されます。
• スライダ・サム - セクション・スライダの現在の値を示します。必要な値までサムをドラッグできます。
• 減少 - 現在の値より左の値にスライダ・サムを動かします。
• 増加 - 現在の値より右の値にスライダ・サムを動かします。
• 再生 - スライダの値全体にわたり、サムを動かします。

レポートの印刷
Oracle BIには、レポートを印刷するためのオプションが用意されています。
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レポートを印刷するには:
1. ダッシュボード・ページから、印刷するレポートに移動します。
2. レポート下部の「印刷」をクリックし、オプションを選択します:

• 印刷可能PDF
• 印刷可能HTML

レポートのエクスポート
Oracle BIには、PDF、XML、XLSなどの様々な形式にレポートをエクスポートするためのオプションが用意されてい
ます。

レポートをエクスポートするには:
1. ダッシュボード・ページから、エクスポートするレポートに移動します。
2. レポート下部の「エクスポート」をクリックし、フォーマットを選択します:

• PDF
• Excel 2003以降
• PowerPoint 2003以降
• Webアーカイブ(.mht)
• CSV
• XML

注：

Excelへのエクスポート時に、エクスポートされた傾向グラフに、選択した勘定科目とは異なる勘定
科目が表示される場合は、システムに存在するMicrosoft Excelのバージョンに基づいて、選択
されたExcelのバージョンを確認する必要があります。

レポートの上にカーソルを置く
Oracle BIのグラフィカル・レポートの上にカーソルを置いて、データ値を表示します。
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2
ダッシュボード・ページ
およびレポートについて

この項の内容：
ダッシュボードおよびレポートの勘定科目情報のマッピング ..............................................................  23

各ダッシュボード・ページには複数のレポートが含まれており、各レポートは財務データの様々なビューに関連するもの
です。

Oracle Financial Management Analyticsは、次の製品に基づいています:

• Financial Management
• Financial Close Management
• Tax Provision

次のダッシュボード・ページは、Financial Managementに基づいています:

•  25ページのFinancial Managementダッシュボード
•  34ページのキー・パフォーマンス・インディケータ・ダッシュボード
•  43ページのプロセス管理ダッシュボード

Close Managerダッシュボード(51ページ)・ページおよびAccount Reconciliation Managerダッシュボー
ド(62ページ)・ページは、Financial Close Managementに基づいています。

Tax Provisionダッシュボード(77ページ)・ページは、Hyperion Tax Provisionアプリケーションに基づいてお
り、これらのアプリケーションはFinancial Managementを使用して作成されています。

ダッシュボードおよびレポートの勘定科目情報のマッピング
Financial Managementダッシュボードは勘定科目グループにマップされており、勘定科目の選択は構成時に行
います。表示されるOracle Financial Management Analyticsダッシュボードは、各レポートにマップされている
Financial ManagementおよびTax Provisionの勘定科目に基づいています。

Oracle Financial Management Analytics管理者ガイドを参照してください。

注：

メタデータは、Financial Management、Tax ProvisionおよびFinancial Close
Managementの各アプリケーションから取得されます。
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3
Financial Management

ダッシュボード

この項の内容：
Financial Managementダッシュボード .....................................................................................  25
Financial Managementの起動ページ ......................................................................................  25
財務諸表の標準レポート・セットの使用 ........................................................................................  26
キー・パフォーマンス・インディケータ・ダッシュボード .........................................................................  34
プロセス管理ダッシュボード .......................................................................................................  43

Financial Managementダッシュボード
このダッシュボードでは、貸借対照表、収益、キャッシュ・フローなど、財務諸表を表示できます。他のダッシュボード
(キー・パフォーマンス・インディケータおよびプロセス管理など)も表示されます。各財務諸表ダッシュボードにはレ
ポートが含まれており、これらは会社の状態に関する分析情報を提供できるようにグループ化されています。

開示範囲を超えて、これらの財務諸表は、株主に対する経営側の年次報告書でも使用されます。財務諸表の情報
によって、適格な決定を行う能力が向上します。

キー・パフォーマンス・インディケータ・ダッシュボードは、戦略的な目標に関連する会社の業績を示します。

プロセス管理ダッシュボードは、ユーザーがワークフローを分析し、プロセスを完了するために必要なステップを認識す
るのに役立ちます。

レポート要素は、構成ユーティリティで選択およびフォーマットします。Oracle Financial Management Analytics管理
者ガイドを参照してください。

Financial Managementの起動ページ
Financial Managementの起動ページには、ダッシュボード・アイコンが含まれています。各ダッシュボード・ページ
を表示するには、ダッシュボード・アイコンをクリックします。
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Financial Managementの起動ページから、次の財務諸表を起動します:

• 貸借対照表ダッシュボード
• 損益計算書ダッシュボード
• キャッシュ・フロー・ダッシュボード

Financial Managementの起動ページから、次のダッシュボード・ページを起動します:

• キー・パフォーマンス・インディケータ・ダッシュボード
• プロセス管理ダッシュボード

財務諸表の標準レポート・セットの使用
貸借対照表、損益計算書、キャッシュ・フローなどの標準レポートは、多くの場合、財務諸表に表示されます。

レポートと傾向の視点の設定
視点(POV)セレクタから、レポートを表示する必要なPOVメンバーを選択します。
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視点を設定するには:
1. リストから必要な地域、期間およびビューのPOVディメンション・メンバーを選択し、「適用」をクリックして、ダッ

シュボードの変更を表示します。

注：

「期間」ドロップダウンには、基本期間のみが表示されます。

2. オプション: 次のいずれかのアクションを実行するには、「リセット」をクリックします:

• 最後に適用した値にリセット
• デフォルト値にリセット
• すべてクリア

レポートおよび傾向
このダッシュボード・ページでは、構成ユーティリティでのデフォルト年の選択に関連付けられている現在の年の財務
諸表レポートを表示できます。対応する傾向レポートを表示できます。

このレポートによって、地域にわたって選択されている会計期間における企業の財務状態を理解できます。

表2 Report and Trendページの一般的なレイアウト
 ページ・レイアウト 説明

1 レポート1 表形式での財務諸表レポート

2 レポート2 現在の年の月の期間の財務諸表レポート(傾向)。

3 レポート3 現在の年の四半期の財務諸表レポート(傾向)。
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 ページ・レイアウト 説明

4 比較(レポート・プロンプト) 構成ユーティリティで構成された様々なシナリオを表示します。 レポート・
プロンプトから、必要な「比較」オプションを選択します。 例: 比較レポー
ト・プロンプトから「実績vs予算」を選択する場合:

• 最初の列に、Financial Managementの勘定科目の実績値が表示
されます。

• 2番目の列に、Financial Managementの勘定科目の予算値が表示
されます。

5 勘定科目 このレポートにマップされているFinancial Management勘定科目が表
示されます。勘定科目は構成ユーティリティから選択できます。

レポート2とレポート3の両方が、レポート1で行われた勘定科目の選択内
容に影響されます。

6 列見出し: 比較元シナリオ 「比較」の選択に基づいて、最初の列見出しが対応して変更されます。

この列に表示される値は、構成ユーティリティで構成されたスケール・パラ
メータに基づいてスケールされます。

7 列見出し: 比較先シナリオ 「比較」の選択に基づいて、2番目の列見出しが対応して変更されます。

この列に表示される値は、構成ユーティリティで構成されたスケール・パラ
メータに基づいてスケールされます。

8 差異(#) 「実績」列と「予算」列の差異の計算結果が表示されます。

注：

数値は、記号(#)を使用して表されます。

注：

「差異(#)」列に表示される値は正確な値で、これらの値はスケールされま
せん。
差異(#)を計算する式: (実績-予算)

9 差異(%) 実績と予算の間の差異(%)の値が表示されます。

注：

パーセンテージは、パーセント記号(%)を使用して表されます。

注：

「差異(%)」列に表示される値は正確な値で、これらの値はスケールされ
ません。

注：

差異(%)を計算する式: [((実績-予算)/実績)*100]

10 デスクトップ・ユーザー用のセク
ション・スライダ・メニュー

長方形のバーに沿ってセクション・スライダをある勘定科目から別の勘定
科目に動かすと、レポートに別の勘定科目のデータが表示されます。長方
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 ページ・レイアウト 説明
形のバーに沿って、勘定科目リストの各勘定科目メンバーが表示されま
す。

詳細は、 21ページのグラフでのセクション・スライダの使用を参照してく
ださい

10 iPadユーザー用の勘定科目ドロッ
プダウン・メニュー

レポート1での勘定科目の選択に基づいて、iPadユーザー用のドロップダ
ウンの勘定科目メンバーが自動的に移入されます。

11 期間 現在の年のすべての月の期間を表示します。期間はx軸に表示されます。
例: 1月から12月。

注：

HFMアプリケーションに基づいて期間が表示されます。

12 財務値 Financial Managementのデータ値は、y軸に表示されます。

13 期間 現在の年のすべての四半期を表示します。期間はx軸に表示されます。

14 財務値 Financial Managementのデータ値は、y軸に表示されます。

15 しきい値 フラグの色は、比較プロンプトの2つのシナリオ間の差異パーセンテージ
計算に基づきます。カラー・コードは、差異の計算に基づいて、差異パーセ
ンテージ範囲を表します。しきい値は、構成ユーティリティから構成されま
す。特定の差異範囲の色フラグ・インディケータを定義できます。 様々な
差異範囲について、および差異パーセンテージ計算に基づいてフラグの
特定の色を定義する方法について理解するために、次の例を考えてみま
す。

• 緑のフラグは、差異パーセンテージ値が+5より大きいことを示しま
す。

• 黄色のフラグは、差異パーセンテージ値が+5から-5の間であること
を示します。

• 赤のフラグは、差異パーセンテージ値が-5より小さいことを示します。

地域分析の視点の設定
視点(POV)セレクタから、レポートを表示するPOVメンバーを選択します。

視点を設定するには:
1. リストから、必要な「比較」、「勘定科目」、「期間」および「表示」POVディメンション・メンバーを選択し、「適用」を

クリックして、ダッシュボードに変更を表示します。
2. オプション: 次のいずれかのアクションを実行するには、「リセット」をクリックします:

• 最後に適用した値にリセット
• デフォルト値にリセット
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• すべてクリア

地域分析
このダッシュボード・ページでは、地域で財務諸表データを分析でき、地域における勘定科目の財務値の迅速な評価
に役立ちます。ダッシュボードのPOVに表示される勘定科目ディメンションは、構成ユーティリティで行われた「勘定
科目リスト」の選択に基づきます。表示される地域は、構成ユーティリティで行われた「エンティティ・リスト」の選択に
基づきます。

このレポートは、データをタイル表示で示しており、色で地域を比較する際に役立ちます。

各タイルは特定地域の次の情報を示します:

• 値 - 比較プロンプトの最初のシナリオに基づきます。例: APAC地域の値は2 Mで、これは実際の数値です。

• 色 - 比較プロンプトの2つのシナリオ間の差異パーセンテージ計算に基づきます。

表3 地域分析ページの一般的なレイアウト

 ページ・レイアウト 説明

1 地域 構成ユーティリティで行われた「エンティティ・リスト」の選択に基づきま
す。
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 ページ・レイアウト 説明
注：

最大28の地域を表示できます。「エンティティのディメンション」リストに
28を超える地域がある場合、優先順位に基づいて地域リストをソートし
て、28の最も重要な地域を表示します。

2 財務値 比較プロンプトの最初のシナリオに基づきます。

例: EMEAエンティティでは、比較プロンプトの最初のシナリオに基づい
て財務値1,112 Mが表示されます。値1,112 MはEMEAの実際の数値
です。

表示される値は、構成ユーティリティで構成されたスケール・パラメータに
基づいてスケールされます。

3 しきい値 タイルの色は、比較プロンプトの2つのシナリオ間の差異パーセンテージ
計算に基づきます。カラー・コードは、差異の計算に基づいて、差異パーセ
ンテージ範囲を表します。しきい値は、構成ユーティリティで構成されます。
特定の差異範囲のカラー・コードを定義できます。 例:

• 緑は、差異パーセンテージ値が+5より大きいことを示します。
• 黄色は、差異パーセンテージ値が+5から-5の間であることを示します。
• 赤は、差異パーセンテージ値が-5より小さいことを示します。

カスタム分析の視点の設定
カスタム分析ダッシュボード・ページのリストから、POVメンバーを選択します。視点(POV)セレクタから、レポートを表
示するPOVメンバーを選択します。

視点を設定するには:
1. リストで、「分析手段」、「比較」、「勘定科目」、「期間」および「表示」POVディメンション・メンバーを選択します。
2. 「適用」をクリックすると、ダッシュボードに変更が表示されます。
3. オプション: 次のいずれかのアクションを実行するには、「リセット」をクリックします:

• 最後に適用した値にリセット
• デフォルト値にリセット
• すべてクリア

カスタム分析
このダッシュボード・ページでは、様々な地域におけるカスタム・ディメンションの財務データを分析します。このレポー
トにより、カスタム・ディメンションおよび特定の地域の財務値を簡単に評価できます。ダッシュボードのPOVに表示
されるカスタム・ディメンションは、構成ユーティリティで行われたカスタム・ディメンション・リストの選択に基づきま
す。列見出しに表示される地域は、構成ユーティリティで行われた「エンティティ・リスト」の選択に基づきます。
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このレポートは、地域のカスタム・ディメンション・データをヒート・マップ・ビュー形式で表示します。

表4 カスタム分析ページの一般的なレイアウト

 ページ・レイアウト 説明

1 行見出し: カスタム・ディメンショ
ン

構成ユーティリティで行われた「カスタム」の選択に基づきます。

2 列見出し: 地域 構成ユーティリティで行われた「エンティティ・リスト」の選択に基づきま
す。

3 財務値 比較プロンプトの最初のシナリオに基づきます。

例: EMEAエンティティでは、比較プロンプトの最初のシナリオに基づい
て財務値1,121が表示されます。値1,121はEMEAの実際の数値です。

4 しきい値 各セルの色は、比較プロンプトの2つのシナリオ間の差異パーセンテージ
計算に基づきます。カラー・コードは、差異の計算に基づいて、差異パーセ
ンテージ範囲を表します。しきい値は、構成ユーティリティから構成されま
す。特定の差異範囲のカラー・コードを定義できます。 例:

• 緑は、差異パーセンテージが+5より大きいことを示します。
• 黄色は、差異パーセンテージ値が+5と-5の間であることを示します。
• 赤は、差異パーセンテージ値が-5より小さいことを示します。

期別分析の視点の設定
期別分析ダッシュボード・ページのリストから、POVメンバーを選択します。視点(POV)セレクタから、レポートを表示
するPOVメンバーを選択します。

視点を設定するには:
1. 「地域」を選択し、「期間」POVディメンション・メンバーを選択します。
2. 「適用」をクリックすると、ダッシュボードに変更が表示されます。
3. オプション: 次のいずれかのアクションを実行するには、「リセット」をクリックします:

• 最後に適用した値にリセット
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• デフォルト値にリセット
• すべてクリア

期別分析
このダッシュボード・ページでは、期間ディメンションおよび特定の地域の財務データを分析できます。このレポートで
は、特定の地域の財務データを評価し、現在の年のデータと前年のデータの財務値を比較できます(Q1 2013とQ1
2012の比較など)。同様に、このレポートでは、現在の四半期の値と前年の四半期の値の間の財務値を比較でき
ます(Q1 2013とQ1 2012の比較など)。「期間」ドロップダウン・リストには四半期が含まれ、ダッシュボードのPOV
から「期間」ディメンションを変更すると、レポートに影響を与えます。ダッシュボードのPOVに表示される四半期期間
は、構成ユーティリティでのデフォルト年の選択に関連付けられています。表示される財務値は、構成ユーティリティ
での実績シナリオの選択に関連付けられています。

表5 期別分析ページの一般的なレイアウト

 ページ・レイアウト 説明

1 レポート1 四半期累計(QTD): 表形式での財務諸表レポート。

2 レポート2 四半期累計 (QTD): 現在の年の四半期の財務諸表レポート(傾向)。

3 レポート3 年次累計(YTD): 表形式での財務諸表レポート。

4 レポート4 年次累計 (YTD): 現在の年のすべての四半期の財務諸表レポート(傾
向)。
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 ページ・レイアウト 説明

5 勘定科目 このレポートにマップされているFinancial Management勘定科目が表
示されます。構成ユーティリティで勘定科目を選択します。

レポート2は、レポート1で行われた勘定科目の選択内容に影響されます。

レポート4は、レポート3で行われた勘定科目の選択内容に影響されます。

6 列見出し: 期間と年 構成ユーティリティでのデフォルト年の選択およびダッシュボードのPOV
の期間ディメンションに基づいて、最初の列見出しが対応して変更されま
す。

この列の値は、構成ユーティリティで構成されたスケール・パラメータに基
づいてスケールされます。

7 列見出し: 期間と前年 構成ユーティリティでのデフォルト年の選択およびダッシュボードのPOV
の期間ディメンションに基づいて、最初の列見出しが対応して変更されま
す。例: デフォルト年が2013でダッシュボードのPOVの期間ディメンショ
ンがQ1の場合、列見出しはQ1 2012前年です。

表示される値は、構成ユーティリティで構成されたスケール・パラメータに
基づいてスケールされます。

8 差異(#) Q1 2013列とQ1 2012列の差異の計算結果が表示されます。

9 差異(%) Q1 2013とQ1 2012の間の差異(%)の値が表示されます。

注：

%はパーセンテージを示します。

10 しきい値 フラグの色は、比較プロンプトの2つのシナリオ間の差異パーセンテージ
計算に基づきます。カラー・コードは、差異の計算に基づいて、差異パーセ
ンテージ範囲を表します。しきい値は、構成ユーティリティから構成されま
す。特定の差異範囲の色フラグ・インディケータを定義できます。 例:

• 緑のフラグは、差異値が+5より大きいことを示します。
• 黄色のフラグは、差異パーセンテージ値が+5から-5の間であること

を示します。
• 赤のフラグは、差異パーセンテージ値が-5より小さいことを示します。

11 財務値 Financial Managementのデータ値は、y軸に表示されます。

12 期間 現在の年のすべての四半期をX軸に表示します。

キー・パフォーマンス・インディケータ・ダッシュボード
キー・パフォーマンス・インディケータ(KPI)ダッシュボードでは、戦略的な目標に関連する会社の業績を測定できま
す。ダッシュボードでは、財務データを表示し、対応を取ることができます。このダッシュボードのレポートにより、KPIの
ステータスを確認し、現在の年の勘定科目の詳細をモニターできます。
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キー・パフォーマンス・インディケータ・ウォッチリスト
KPIウォッチリスト・ダッシュボードを使用すると、企業が定義したしきい値に対する実績値のインディケータを比較で
きます。

ダッシュボード・ページのこのセクションには、次の2つのレポートが表示されます:

• KPI監視リスト

• KPI傾向

キー・パフォーマンス・インディケータ・ウォッチリストの視点の設定

キー・パフォーマンス・インディケータ・ウォッチリスト・ダッシュボード・ページが影響を受けるリストから、必要なPOVメ
ンバーを選択します。視点(POV)セレクタから、レポートを表示する必要なPOVメンバーを選択します。

キー・パフォーマンス・インディケータ・ウォッチリストのレポートを表示するには:

1. キー・パフォーマンス・インディケータ・ウォッチリスト・ダッシュボードの視点セレクタで、リストからPOVディメン
ション・メンバーを選択します:

• 地域
• 期間
• 比較
• ビュー名

2. 「適用」をクリックすると、ダッシュボードに変更が表示されます。
3. オプション: 次のいずれかのアクションを実行するには、「リセット」をクリックします:

• 最後に適用した値にリセット

• デフォルト値にリセット

• すべてクリア

KPI監視リスト

キー・パフォーマンス・インディケータ(KPI)ウォッチリストを使用して、財務データを表示し、会社の発展に向けて必要
な対応を取ります。たとえば、KPIのステータスを表示し、地域と期間における売上総利益率勘定科目の詳細をモニ
ターできます。

レポートは、KPI勘定科目のリストを含む表形式で表されます。これらの勘定科目のリストは、特定の期間にわたって
モニターされ、その差異は「比較」プロンプトの選択に基づいて計算されます。

Oracle Financial Management Analyticsの構成ユーティリティを使用してKPIのリストを構成できるのは、管理
者のみです。Oracle Financial Management Analytics管理者ガイドを参照してください
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注：

キー・パフォーマンス・インディケータ内の勘定科目メンバーをクリックすると、KPI傾向レポートに基
づいたグラフ・データが表示されます。

KPI傾向
このレポートには、現在の年のすべての月の期間の、キー・パフォーマンス・インディケータの傾向が表示されます。

KPI傾向レポートは、KPIウォッチリスト・レポートで行われたキー・パフォーマンス・インディケータの選択内容に影響
されます。例: 「キー・パフォーマンス・インディケータ」列で「売上総利益率」キー・パフォーマンス・インディケータを選
択すると、KPI傾向レポートに対応する傾向の詳細が表示されます。

このレポートは、一定期間に渡る傾向を示すのに便利な折れ線グラフの形式で表されます。

凡例は、レポートの下部に表示されます。

キー・パフォーマンス・インディケータの詳細
KPI詳細ダッシュボード・ページを使用して、KPI勘定科目の詳細を分析します。会社にとって役に立つ勘定科目と
悪影響を及ぼす勘定科目を容易に識別し、対応を取ることができます。
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ダッシュボード・ページのこのセクションには、次の4つのレポートが表示されます:

• KPIメーター
• KPI係数
• QTDのKPI傾向
• YTDのKPI傾向

キー・パフォーマンス・インディケータの詳細の視点の設定
この項は、キー・パフォーマンス・インディケータの詳細ダッシュボード・ページが影響を受けるリストから、必要なPOV
メンバーを選択する際に役立ちます。視点(POV)セレクタから、レポートを表示する必要なPOVメンバーを選択しま
す。

キー・パフォーマンス・インディケータの詳細レポートを表示するには:
1. キー・パフォーマンス・インディケータの詳細ダッシュボードの視点セレクタで、リストから必要なPOVディメンショ

ン・メンバーを選択します:

• 比較
• 地域
• 勘定科目
• 期間

2. 「適用」をクリックすると、ダッシュボードに変更が表示されます。
3. オプション: 次のいずれかのアクションを実行するには、「リセット」をクリックします:

• 最後に適用した値にリセット
• デフォルト値にリセット
• すべてクリア

KPIメーター
KPIメーター・レポートを表示すると、勘定科目のキー・パフォーマンスをゲージ・ビューで表示できます。

レポートはゲージで、そのゲージの円周に沿って差異パーセンテージ値が示されます。値はカラー・コードを使用して表
されます。ゲージ・レポートの下の表形式の情報は、ダッシュボードのPOVにおける「比較」の選択に基づきます。

定義された差異の範囲を変更できるのは管理者のみです。Oracle Financial Management Analytics管理者ガイ
ドを参照してください。

凡例には、特定範囲のメトリックに関連付けられたカラー・コードに関する情報が表示されます。例:

• 赤はクリティカルを示します
• 黄色は警告を示します
• 緑は良好であることを示します

データは、「比較」の選択に基づきます。
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表6 KPIメーター - レポートの詳細

 レポートの詳細 説明

1 列見出し: 比較元シナリオ 「比較」の選択に基づいて、最初の列見出しが対応して変更されます。 この列に表
示される値は正確な値で、これらの値はスケールされません。 例: 比較ダッシュボー
ド・プロンプトから実績vs予算を選択する場合:

• 最初の列に、Financial Managementの勘定科目の実績値が表示されます。
• 2番目の列に、Financial Managementの勘定科目の予算値が表示されます。

2 列見出し: 比較先シナリオ 「比較」の選択に基づいて、2番目の列見出しが対応して変更されます。

この列に表示される値は正確な値で、スケールされません。

3 差異(%) 実績と予算の間の差異(%)の値が表示されます。

4 しきい値 ゲージ・レポートのカラー・コードは、比較プロンプトの2つのシナリオ間の差異パーセ
ンテージ計算に基づきます。カラー・コードは、差異の計算に基づいて、差異パーセン
テージ範囲を表します。しきい値は、構成ユーティリティから構成されます。特定の差
異範囲の色インディケータを定義できます。 例:

• 4a: 赤色は、差異パーセンテージ値が-33より小さいことを示します。
• 4b: 黄色は、差異パーセンテージ値が-33から+33の間であることを示します。
• 4c: 緑色は、差異パーセンテージ値が+33より大きいことを示します。

注：

管理者はビジネス要件に基づいて、KPIメーター・レポートの差異範囲を設定します。

KPI係数
KPI係数レポートを使用して、KPIメーター・レポートの勘定科目にマップされている、関連付けられた勘定科目を表示
します。表示される勘定科目リストは、ダッシュボードのPOVで行われた「勘定科目」の選択に基づきます。
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レポートに表示される値は正確な値で、スケールされません。

例: 「総利益」勘定科目の場合、「総利益」勘定科目は、「純収益」や「販売原価」など、関連付けられた勘定科目に基
づいて計算できます。KPI係数レポートにこれらの勘定科目を表示するために必要な、関連するディメンション・リス
トを選択します。

注：

KPI係数レポートが非表示になる場合。管理者に問い合せて、Oracle Financial Management
Analytics管理者ガイドを参照してください。管理者は、構成ユーティリティで関連するディメンショ
ン・リストの詳細を指定する必要があります。

注：

KPI係数レポートの値は、スケールされません。

表7 KPIメーター - レポートの詳細

 レポートの詳細 説明

1 勘定科目の説明 Financial Managementの勘定科目を表示します。KPIメーター・レポートの勘定
科目にマップされている、関連付けられた勘定科目のリストは、この列に表示されま
す。

KPI係数は、ダッシュボードのPOVで行われた勘定科目の選択に影響されます。

2 列見出し: 比較元シナリオ 「比較」の選択に基づいて、最初の列見出しが対応して変更されます。

この列に表示される値は正確な値で、これらの値はスケールされません。

例: 比較ダッシュボード・プロンプトから実績vs予算を選択すると、最初の列に
Financial Managementの勘定科目の実績値が表示されます。

3 列見出し: 比較先シナリオ 「比較」の選択に基づいて、2番目の列見出しが対応して変更されます。

この列に表示される値は正確な値で、これらの値はスケールされません。

例: 比較ダッシュボード・プロンプトから実績vs予算を選択すると、2番目の列に
Financial Managementの勘定科目の予算値が表示されます。
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 レポートの詳細 説明

4 差異(#) 「実績」列と「予算」列の差異の計算結果が表示されます。

5 差異(%) 実績と予算の間の差異(%)の値が表示されます。

KPI傾向(QTD)
KPI傾向レポートを使用して、現在の年の四半期累計 (QTD)の値を表示している四半期を確認します。KPI傾向
レポートは、ダッシュボードのPOVで行われた「勘定科目」の選択に基づいています。例: ダッシュボードのPOVか
ら「売上総利益率」勘定科目を選択した場合、KPI傾向レポートに表示する勘定科目にスライダを移動します。この
レポートは、棒グラフで表されます。縦棒グラフにより、現在の年の各四半期における、KPI勘定科目のシナリオ間の
差異を比較できます。

凡例は、レポートの下部に表示されます。凡例には、特定の比較プロンプトに関連付けられたカラー・コードに関する
情報が表示されます。例:

• 青は実績を示します
• 赤は予算を示します

表8 KPI傾向 - レポートの詳細

 レポートの詳細 説明

1 期間 現在の年の四半期をx軸に表示します。

2 財務値 Financial Managementのデータ値は、y軸に表示されます。

KPI傾向(YTD)
KPI傾向を表示して、現在の年の年次累計 (YTD)の値の四半期を確認できます。KPI傾向レポートは、ダッシュ
ボードのPOVで行われた「勘定科目」の選択に基づいています。例: ダッシュボードのPOVから「総資産」勘定科目
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を選択した場合、スライダを移動して、KPI傾向レポートにデータを表示します。レポートは棒グラフになっており、現在
の年の四半期における、KPI勘定科目のシナリオ間の差異を比較できます。

凡例は、レポートの下部に表示されます。凡例には、特定の比較プロンプトに関連付けられたカラー・コードに関する
情報が表示されます。例:

• 青は実績を示します
• 赤は予算を示します

表9 KPI傾向 - レポートの詳細

 レポートの詳細 説明

1 期間 現在の年の四半期をx軸に表示します。

2 財務値 Financial Managementのデータ値をy軸に表示します。

カスタム別KPIの視点の設定
カスタム別のキー・パフォーマンス・インディケータ・ダッシュボード・ページのリストから、POVメンバーを選択します。視
点(POV)セレクタから、レポートを表示するPOVメンバーを選択します。

カスタム別のキー・パフォーマンス・インディケータ・レポートを表示するには:
1. ダッシュボード・プロンプトで、リストから「分析担当者」、「勘定科目」、「期間」および「比較」ディメンション・メン

バーを選択します。
2. 「適用」をクリックすると、レポート内に変更が表示されます。
3. オプション: 次のいずれかのアクションを実行するには、「リセット」をクリックします:

• 最後に適用した値にリセット
• デフォルト値にリセット
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• すべてクリア

カスタム別のキー・パフォーマンス・インディケータ
このダッシュボード・ページでは、次のような2つのディメンション・ビューのキー・パフォーマンス・インディケータ勘定
科目を表示できます: カスタム・ディメンション・リストまたは「エンティティのディメンション」を含む列セット、およびカ
スタム・ディメンション・リストまたは「エンティティのディメンション」を含む行セット。

このレポートは、格子表示のグラフで表され、垂直の棒グラフのグリッドが各データ・セルに1つ表示されます。

凡例は、レポートの下部に表示されます。凡例には、特定の比較プロンプトに関連付けられたカラー・コードに関する
情報が表示されます。例:

• 青は実績を示します
• 赤は前年を示します

表10 カスタム別KPI - レポートの詳細
 レポートの詳細 説明

1 行見出し 「分析担当者」の選択に基づいて、行見出しが対応して変更されます。  例: 分析担
当者ダッシュボード・プロンプトからカスタム1リストvs地域を選択する場合:
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 レポートの詳細 説明
• この行には、Financial Management勘定科目のカスタム1リストが表示されま

す。
• この列には、Financial Management勘定科目の地域が表示されます。

2 列見出し 「分析担当者」の選択に基づいて、列見出しが対応して変更されます。  例: 分析担
当者ダッシュボード・プロンプトからカスタム1リストvs地域を選択する場合:

• この列には、Financial Management勘定科目の地域が表示されます。
• この行には、Financial Management勘定科目のカスタム1リストが表示されま

す。

3 財務値 Financial Managementのデータ値は、y軸に表示されます。表示されるデータ値
は、POVセレクタの比較プロンプトで選択されたシナリオの組合せに基づきます。

プロセス管理ダッシュボード
プロセス管理ダッシュボードには、タスクを完了するためのワークフロー関連情報を分析し、プロセス・レベルの完了
に伴う手順や必要なアクションを明確に認識するのに役立つ情報が表示されます。

プロセス単位とは、特定のシナリオ、年、期間、エンティティおよび値に関するデータを組み合せたものです。プロセス
管理を使用すると、プロセス単位の確認、送信、レベルの移行、承認、却下または発行を行うことができます。

次の表でプロセスのステージについて説明します:

表11 プロセス単位

プロセス単位 説明

未開始 確認監督者によりプロセス単位が開始されていないか、スーパーバイザ以外のユーザーがデー
タを入力できません。プロセス単位のレベルを「初回パス」に変更できるのは、エンティティに
対するすべてのアクセス権を持っているスーパーバイザのみです。

初回パス プロセス単位が開始されており、適切なアクセス権を持つユーザーがデータを入力する最初の
ステージにあります。プロセス単位が「第1パス」のレベルにあるときは、セキュリティ役割は確
認されません。

確認レベル1-10 プロセス単位は、最初のデータ入力が終わり、確認プロセスを開始するステージにあります。

送信済 プロセス単位が送信され、最終的な承認を受ける準備ができています。

「提出済」のレベルは、通常、プロセス単位を承認する前の最終プロセスです。「送信者」の
セキュリティ役割を持っている場合は、確認のレベルを飛ばすか、プロセス単位を直接「送信
済」レベルに上げるかを選択できます。

承認済 プロセス単位が承認されています。

発行済 プロセス単位のパブリック・アクセスが発行されています。

プロセス管理では段階的な送信がサポートされており、確認送信のフェーズごとに勘定科目を定義するのに役立ち
ます。確認プロセスで、プロセス単位全体ではなく、プロセス単位のフェーズごとにレベルを上げることができるので、
確認プロセスを実施するための追加のシナリオが不要になります。『Oracle Hyperion Financial Managementユー
ザー・ガイド』および『Oracle Hyperion Financial Management管理者ガイド』を参照してください。
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プロセス管理ダッシュボードは、エンティティ構造全体におけるプロセス管理の状況と情報を確認するのに役立ちま
す。「プロセス管理ダッシュボード」ページには、次のレポート情報が表示されます:

•  44ページのプロセス管理統計405
•  46ページのプロセス管理傾向
•  46ページのプロセス管理メトリック

注：

プロセス管理ダッシュボードは9つのフェーズをサポートしています。

プロセス管理ダッシュボードの視点の設定
視点を設定するには:

1. プロセス管理ダッシュボードの視点セレクタで、必須のPOVディメンション・メンバーをリストから選択します:

• シナリオ
• 期間
• 地域
• フェーズ

2. 「適用」をクリックすると、ダッシュボードに変更が表示されます。
3. オプション: 次のいずれかのアクションを実行するには、「リセット」をクリックします:

• 最後に適用した値にリセット
• デフォルト値にリセット
• すべてクリア

プロセス管理統計
「プロセス管理統計」には、子孫エンティティのステータス・カウントと詳細なステータスが表示されます。表示される
レポートは、ダッシュボードのPOVから選択した期間に基づいています。

「全体のステータス」では、特定のプロセス単位に割り当てられたエンティティの数がカウントされます。たとえば、基
本エンティティの場合、組織構造の一番下に位置し、それ以上の子エンティティを持たないエンティティの数がカウ
ントされます。このレポートには、次の確認レベルにあるエンティティのカウントが表示されます:

• 未開始
• 初回パス
• 確認レベル
• 送信済
• 承認済
• 発行済

全体のステータスの情報は、次のオプションによって異なります:
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• 「すべてのエンティティ」オプションを選択すると、組織構造内のエンティティの総数がカウントされます。
• 基本エンティティ・オプションを選択すると、組織構造の一番下に位置し、それ以上の子エンティティを持たない

子孫エンティティの数がカウントされます。

注：

Show Statistics forオプションを変更すると、変更内容がプロセス管理統計レポートに表示され
ます。

レポートには、次の情報が表示されます:

表12 プロセス管理統計-レポート詳細

レポートの詳細 説明

Show Statistics for 次のオプションを選択するためのドロップダウン・メニュー:

• すべてのエンティティ
• 基本エンティティ

ステータス プロセス・ステータスのリスト:

• 未開始
• 初回パス
• 確認レベル
• 送信済
• 承認済
• 発行済
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プロセス管理傾向
このレポートは、プロセス管理データをテーブル形式で示したものです。表には、ダッシュボードのPOVから選択した
期間までの12か月の傾向の詳細が含まれています。このレポートは、特定の地域における子孫エンティティの数を
カウントします。このカウントは、Financial Managementアプリケーションに依存しています。傾向分析の情報は、
次のオプションによって異なります:

• クローズから承認のオプションを選択すると、レポートに反映されている、「初回パス」ステータスから「承認済」ス
テータスへのプロセス状態の変更に応じて、特定の地域における子孫エンティティの数がカウントされます。

• クローズから送信のオプションを選択すると、レポートに反映されている、「初回パス」状態から「送信済」状態への
プロセス状態の変更に応じて、特定の地域における子孫エンティティの数がカウントされます。

プロセス管理傾向分析表では、期間は数値で表されます。地域ヘッダーの値1は、ダッシュボードのPOVで現在選
択している期間を示し、地域ヘッダーの数値2-12は、ダッシュボードのPOVで現在選択している期間からさかの
ぼった過去11期間を示します。

次の表で、Europeを例とします。プロセスの状態を「クローズ日」から「承認済」のステータスに変更するまでにか
かった日数がわかります。この数値は列ヘッダー12から次第に減少していきますが、12はダッシュボードのPOVで
現在選択している期間からさかのぼって11番目の期間です。

レポートには、次の情報が表示されます:

表13 プロセス管理傾向 – レポートの詳細

レポートの詳細 説明

計算開始日 次のオプションを選択するためのドロップダウン・メニュー:

• クローズから承認
• クローズから送信

地域 列の値は、次に示す特定の地域における子孫エンティ
ティの数をカウントしたものです: North America、Latin
America、APACなど。表示される地域は、ダッシュボード
のPOVでの選択内容によって異なります。

プロセス管理メトリック
プロセス管理メトリック・レポートは、「初回パス」状態から「承認済」または「送信済」へのプロセス状態の変更におけ
る子孫エンティティのステータスを示します。
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このレポートでは、様々なエンティティについて、クローズ・ステータスから「送信」ステータス、およびクローズ・ステータ
スから「承認」ステータスへのプロセス・レベルの詳細分析が可能です。

カラー・コードは、プロセス状態の変更に関する日数計算のフェーズを表しています。例:

•
緑色のフラグは、そのプロセス単位が所定の期間を超えることなく進捗していることを示します。デフォルト

では、緑色のフラグはプロセス単位が所定の期間の0日目から8日目の間にあることを示します。
•

黄色のフラグは、そのプロセス単位が遅延していることを示します。デフォルトでは、黄色のフラグはプロセス
単位が所定の期間の9日目から12日目の間にあることを示します。

•
赤色のフラグは、プロセス単位に重大な問題があることを示します。デフォルトでは、赤色のフラグはプロセ

ス単位が12日間の制限を超えていることを示します。

注：

フラグのステータスを変更できるのは管理者のみです。

レポートには、次の情報が表示されます:

表14 プロセス管理メトリック–レポートの詳細

列名 列の説明

地域 ダッシュボードのPOVで選択したエンティティの子エンティ
ティ

子地域の合計 特定の場所におけるエンティティの子孫エンティティ・メン
バーの総数

クローズから送信までの平均日数 子孫エンティティがプロセスの状態をクローズ日から「送信
済」ステータスに変更するまでの平均日数。 クローズから送
信までの平均日数の計算式: (個々のエンティティがそれぞれ

プロセスの状態を「クローズ日」から「送信済」ステータスに変更

するまでに要した日数)/送信済エンティティの総数。

注：

エンティティがまだ「送信済」ステータスになっていない場
合、計算結果はレポートの生成日から取得されます。

クローズから送信までの最大日数 任意の子孫エンティティがプロセスの状態をクローズ日か
ら「送信済」ステータスに変更するまでの最大日数。 計算
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列名 列の説明
式: (すべての子孫がプロセスを「送信済」状態に変更するまで

に要した最大日数。)

注：

エンティティがまだ「送信済」ステータスになっていない場
合、計算結果はレポートの生成日から取得されます。

未送信の地域数 次の状態にある子孫エンティティの数:

• 未開始
• 初回パス
• 確認レベル1-9

クローズから承認までの平均日数 子孫エンティティがプロセスの状態を「クローズ日」から「承
認済」のステータスに変更するまでにかかった平均日数。
クローズから承認までの平均日数の計算式: (個々のエン

ティティがそれぞれプロセスの状態を「クローズ日」から「承認

済」ステータスに変更するまでに要した日数)/承認済エンティ

ティの総数。

注：

エンティティがまだ「承認済」ステータスになっていない場
合、計算結果はレポートの生成日から取得されます。

クローズから承認までの最大日数 任意の子孫エンティティがプロセスの状態を「クローズ日」
から「承認済」のステータスに変更するまでにかかった最大
日数。 計算式: (すべての子孫がプロセスを「承認済」状態に

変更するまでに要した最大日数。)

注：

エンティティがまだ「承認済」ステータスになっていない場
合、計算結果はレポートの生成日から取得されます。

未承認の地域数 この列は、次の状態にある子孫の数を表します:

• 未開始
• 初回パス
• 確認レベル1-9
• 送信済

「プロセス管理メトリック」レポートでの平均日数および最大日数の計
算
任意のエンティティがステータスをクローズから「送信」に変更するまでに要する平均日数および最大日数の計算手
順を理解するため、米国地域について考えてみます。
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子地域の合計は41です。その中で、3つのエンティティがプロセスの状態を「初回パス」ステータスから「送信済」ス
テータスに変更しました。「送信済」ステータスになったエンティティは、マサチューセッツ、ニューヨークおよびペンシル
ベニアです。

エンティティ クローズ・ステータスから「送信」ステータスになるまでの日数

マサチューセッツ 1

ニューヨーク 1

ペンシルベニア 9 1

各エンティティがクローズから「送信」になるまでに要する平均日数 (1+1+9)/3=3.666; ただし、レポートに表示される値は3です。値は直
接、整数に丸められます。

1任意のエンティティが「閉じる」ステータスから「送信」ステータスになるまでの最大日数。

「プロセス管理メトリック」表では次の変更が影響を受けます:

地域 米国

子地域の合計 41

クローズから送信までの平均日数 3.01

クローズから送信までの最大日数 92

未送信の地域数 38

クローズから承認までの平均日数 0

クローズから承認までの最大日数 0

未承認の地域数 41
1クローズから送信までの平均日数を表す状態フラグは緑色になります。
2クローズから送信までの最大日数を表す状態フラグは黄色になります。
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4
Financial Close

Managementダッシュボード

この項の内容：
Close Managerダッシュボード ..................................................................................................  51
Account Reconciliation Managerダッシュボード ......................................................................  62

このダッシュボード・ページには、「Close Manager」と「Account Reconciliation Manager」の2つのダッ
シュボードを表示できます。これらのモジュールがダッシュボードに表示されるのは、管理者がOracle Financial
Management Analytics構成ユーティリティを使用して構成した場合のみです。これらの各ダッシュボードには、期
末決算アクティビティを分析するための一連のレポートが表示されます。

Financial Close Managementの構成は、構成ユーティリティを使用して行います。詳細は、Oracle Financial
Management Analytics管理者ガイドを参照してください。

Close Managerダッシュボード
Close Managerダッシュボードには、決算スケジュールの関連情報が表示されます。このダッシュボードには、実施
中の全スケジュールの現在のステータスに関する情報が表示され、ユーザーは次のような重要な側面について素早
く理解し、分析することができます:

• スケジュールのマイルストーン
• スケジュールの遅延状況
• カラー・コードによる通知を使用したタスク・ステータスの追跡

ダッシュボードを使用すると、スケジュールされたタスク・プロセスのモニターおよび分析が行えます。決算スケジュー
ル情報はOracle Financial Close Managementアプリケーションから取得されます。

「決算スケジュール・ダッシュボード」タブには、次のダッシュボード・ページが表示されます

•  52ページのステータスの要約ダッシュボード・ページ
•  55ページの遅延状況およびマイルストーン・ダッシュボード・ページ
•  57ページのスケジュールの比較ダッシュボード・ページ
•  59ページのユーザー・パフォーマンス・ダッシュボード・ページ

Close Managerの起動ページ
Close Managerの起動ページには、各ダッシュボード・ページにアクセスするためのショートカットがあります。起動
ページは複数のダッシュボード・アイコンおよびURLリンクで構成され、ダッシュボード・アイコンをクリックすると各
ダッシュボード・ページが別個のページに表示されます。
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Close Managerの起動ページから、次のダッシュボード・ページを起動できます:

•  52ページのステータスの要約ダッシュボード・ページ
•  55ページの遅延状況およびマイルストーン・ダッシュボード・ページ
•  57ページのスケジュールの比較ダッシュボード・ページ
•  59ページのユーザー・パフォーマンス・ダッシュボード・ページ

ステータスの要約ダッシュボード・ページ
このダッシュボード・ページでは、スケジュールされたタスク・プロセスをモニターおよび分析できます。ステータスの要
約ダッシュボード・ページには、次のレポート情報が表示されます:

•  53ページのスケジュールの要約
•  54ページのスケジュールの傾向

ステータスの要約ダッシュボードの視点の設定
視点を設定するには:
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1. Close Manager: ステータスの要約ダッシュボードの「POVセレクタ」で、リストから必要なPOVディメンション・
メンバーを選択します:

• 期間
• 年

2. 「適用」をクリックすると、選択した「期間」ディメンションと「年」ディメンションの組合せに基づいて、スケジュー
ル名のリストが表示されます。

3. スケジュール: 必須のスケジュール名をリストから選択します。

注：

ドロップダウン・リストから「スケジュール」を選択しなかった場合は、ダッシュボードのPOVから選
択した期間ディメンションと年ディメンションの組合せに基づいて、すべてのスケジュールがリスト
されます。

4. 「適用」をクリックすると、ダッシュボード・ページに変更が表示されます。
5. オプション: 次のいずれかのアクションを実行するには、「リセット」をクリックします:

• 最後に適用した値にリセット

• デフォルト値にリセット

• すべてクリア

スケジュールの要約

「スケジュールの要約」レポートには、Financial Close Managementアプリケーションから取得したスケジュール詳
細の大まかな要約情報が含まれています。

スケジュールの要約レポートを使用すると、OPEN (実施中)およびCLOSEDの全スケジュール詳細の現在のステー
タスを確認し、スケジュール内の保留中のタスク、終了したタスク、および未完了のタスクの総数を素早く把握する
のに役立ちます。このレポートでは、実際のタスクが完了した割合、および予定されていたタスクが完了した割合を
計算します。

レポートには、次の情報が表示されます:
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表15 スケジュールの要約 – レポートの詳細

列の詳細 説明

スケジュール名 Financial Close Managementアプリケーションでのス
ケジュールの名前

ステータス スケジュールのステータスは、OPENまたはCLOSEDで
す。

タスク合計 スケジュール内のタスクの総数

保留中のタスク スケジュール内の保留中タスクの総数

終了したタスク スケジュール内の終了したタスクの総数

開いているタスク スケジュール内の未完了タスクの総数

実際の完了 現時点で完了済タスクの実際の数がスケジュールのタス
ク総数に占める割合

プラン完了 現時点で1プラン当たりの完了済タスクの予定数がスケ
ジュールのタスク総数に占める割合

条件 このインディケータは、所定の期間に基づいたスケジュール
の状態を示します。

次の条件に基づいて、スケジュール内の遅延タスクが計算されます:

• タスクの予定終了日が現在の日付より前
• 計算の時点でタスク・ステータスがOPEN

タスクは前述の条件に基づいて考慮されます。カラー・コードは、所定の期間に基づいたスケジュールの状態を表し
ています。例:

•
 緑色は、タスクが所定の期間を超えることなく進捗していることを表します。デフォルトでは、緑色はスケ

ジュールにおける遅延タスクの総数が5以下であることを示します。
•

 黄色は、スケジュールに注意が必要であることを示します。デフォルトでは、黄色はスケジュールにおける遅
延タスクの総数が6以上、10以下であることを示します。

•
 赤色は、スケジュールに重大な問題があることを示します。デフォルトでは、赤色はスケジュールにおける遅

延タスクの総数が11以上であることを示します。

注：

定義されたカラー・インディケータおよびしきい値を変更できるのは管理者のみです。

スケジュールの傾向
このレポートは、予定タスクの完了状況と実際のタスクの進捗状況の比較に基づいて、スケジュールの傾向情報を
分析するのに役立ちます。
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レポートには、次の情報が表示されます:

表16 スケジュールの傾向グラフ - レポートの詳細

レポートの詳細 説明

終了日 POVセレクタで選択した期間を示す日付タイムスタンプ

残りのタスク その日付の時点で完了が保留されているタスクの数

遅延状況およびマイルストーン・ダッシュボード・ページ
このダッシュボード・ページでは、スケジュールの遅延状況およびマイルストーンの情報をモニターおよび分析できま
す。遅延状況およびマイルストーン・ダッシュボード・ページには、次のレポート情報が表示されます:

•  56ページのスケジュールのマイルストーン
•  57ページのスケジュールの遅延状況

遅延状況およびマイルストーン・ダッシュボードの視点の設定
視点を設定するには:

1. Close Manager: 遅延状況およびマイルストーン・ダッシュボードの「POVセレクタ」で、リストからPOVディメン
ション・メンバーを選択します:

• 期間
• 年

2. 「適用」をクリックすると、選択した「期間」ディメンションと「年」ディメンションの組合せに基づいて、スケジュー
ル名のリストが表示されます。

3. スケジュール: 必須のスケジュール名をリストから選択します。

注：

ドロップダウン・リストから「スケジュール」を選択しなかった場合は、ダッシュボードのPOVから選
択した期間ディメンションと年ディメンションの組合せに基づいて、すべてのスケジュールがリスト
されます。
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4. 「適用」をクリックすると、ダッシュボード・ページに変更が表示されます。
5. オプション: 次のいずれかのアクションを実行するには、「リセット」をクリックします:

• 最後に適用した値にリセット

• デフォルト値にリセット

• すべてクリア

スケジュールのマイルストーン

このレポートはスケジュールのマイルストーンを示すもので、優先度の高いタスクとその現在のステータスを分析する
のに役立ちます。マイルストーンは、Close Managerで設定されたタスクの優先度によって識別されます。

– この記号は、注意が必要なタスクを示します。

レポートには、次の情報が表示されます:

表17 スケジュールのマイルストーン – レポートの詳細

列 説明

タスク名 Financial Close Managementアプリケーションで特定
のスケジュールに属するタスクの名前

所有者 タスクの所有者。

スケジュール名 Financial Close Managementアプリケーションでのス
ケジュールの名前

終了日 タスクの予定終了日

ステータス タスクのステータス: 保留中、オープン、クローズ済、および
要注意
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スケジュールの遅延状況

このレポートは予定されている障害を示すもので、スケジュールにおいて最も顕著な遅延の原因となるタスクが表示
されます。

スケジュールは、祝日やスケジュールの相互依存関係など、様々な理由でリスクがあります。

レポートには、次の情報が表示されます:

表18 スケジュールの遅延状況 - レポートの詳細

列 説明

タスク名 Financial Close Managementアプリケーションで特定
のスケジュールに属するタスクの名前

担当 割り当てられたタスクについて対応を取る担当ユーザー。

スケジュール名 Financial Close Managementアプリケーションでのス
ケジュールの名前

終了日 タスクの予定終了日

影響を受けるタスク 影響を受けるタスクの総数。タスク実行の遅延により影響
を受ける連続したタスク。

合計遅延(日数) タスクの遅延により影響を受けるスケジュール上のおおよ
その日数。

スケジュールの比較ダッシュボード・ページ
このダッシュボード・ページでは、スケジュールを分析および比較できます。

スケジュールの比較ダッシュボードの視点の設定
視点を設定するには:

1. Close Manager: スケジュールの比較ダッシュボードの「POVセレクタ」で、リストから必要なPOVディメンショ
ン・メンバーを選択します:
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• 期間
• 年

2. 「適用」をクリックすると、選択した「期間」ディメンションと「年」ディメンションの組合せに基づいて、スケジュー
ル名のリストが表示されます。

3. オプション: 次のいずれかのアクションを実行するには、「リセット」をクリックします:

• 最後に適用した値にリセット

• デフォルト値にリセット

• すべてクリア
4. 「スケジュール」で: リストからスケジュール名を選択し、「適用」をクリックします。
5. リストから「スケジュールの比較」を選択してスケジュールを比較し、「適用」をクリックして変更をレポートに表示

します。

スケジュールの比較

「スケジュールの比較」レポートは、2つのスケジュールについてタスクの完了率を比較するのに役立ちます。このレ
ポートは、様々な会計期間で同様のスケジュールを比較するのに便利です。

レポートには、次の情報が表示されます:

表19 スケジュールの比較グラフ - レポートの詳細

レポートの詳細 説明

労働日数 特定のスケジュールの完了までに要した実際の労働日数。
この数値には、両方のスケジュールの労働日数が含まれま
す。
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レポートの詳細 説明

スケジュール・タスクの残り% スケジュール内の未完了タスクの割合

ユーザー・パフォーマンス・ダッシュボード・ページ
このダッシュボード・ページでは、現在の期間のClose Managerアプリケーションのタスクを閉じることに関するユー
ザーのパフォーマンスを示すレポートを表示できます。

ユーザー・パフォーマンス・ダッシュボードの視点の設定
視点を設定するには:

1. リストから必要なPOVディメンション・メンバーを選択します:

• 期間
• 年
• スケジュール
• 役割(オプション)
• ユーザー数
• ランク付け基準

2. 「適用」をクリックすると、ダッシュボード・ページに変更が表示されます。
3. オプション: 次のいずれかのアクションを実行するには、「リセット」をクリックします:

• 最後に適用した値にリセット
• デフォルト値にリセット
• すべてクリア

ユーザーの下位リスト
このレポートを使用すると、決算アクティビティが遅れているユーザーのリストを表示できます。

ユーザーのリストは、POVディメンションでの「ランク付け基準」および「ユーザー数」の選択に基づいて、自動的に移
入されます。

「ランク付け基準」オプションには、次の項目が含まれています:

• タスク
• タスク%
• 合計日数
• 拒否

例: 「ランク付け基準」オプションから、実行が遅れているタスクのパーセンテージ値に基づいて「タスク%」を選択し
た場合、それぞれのユーザーがレポートに表示されます。
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表20 「ユーザーの下位リスト」レポート

列の詳細 説明

名前 ユーザー名。

遅延タスク 実行が遅れているタスクの数。

遅延タスク(%) 実行が遅れているタスクのパーセンテージ。

合計遅延日数 実行するタスクが遅れている日数。

拒否 発生した拒否の数(複数回拒否された調整は、拒否される
たびに1回カウントされます)。

ユーザーの上位リスト

このレポートを使用して、最も迅速に決算アクティビティを完了するユーザーを見つけます。

ユーザーのリストは、POVディメンションでの「ランク付け基準」および「ユーザー数」の選択に基づいて移入されま
す。

「ランク付け基準」オプションには、次の項目が含まれています:

• タスク

• タスク%

• 合計日数

• 拒否

例: 「ランク付け基準」オプションから、実行がスケジュールより早いタスクのパーセンテージ値に基づいて「タス
ク%」を選択した場合、それぞれのユーザーがレポートに表示されます。
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表21 「ユーザーの上位リスト」レポート

列の詳細 説明

名前 ユーザー名。

早期完了タスク スケジュールより早く実行しているタスクの数。

早期完了タスク(%) スケジュールより早く実行しているタスクのパーセンテージ。

合計早期日数 事前にタスクが完了した日数。

拒否 拒否の数(複数回拒否された調整は、拒否されるたびに1
回として反映されます)。

ユーザー傾向
ユーザー傾向レポートは垂直の棒グラフで、各ユーザーの情報が異なる色で表示されます。ユーザー(色)の上にカーソ
ルを置くと、その期間にユーザーによる実行が遅れているタスクの数が表示されます。ユーザー傾向レポートは、担当
者、承認者またはその両方などのユーザー役割に基づいて分類されます。

ユーザーのリストは、POVディメンションでの「ユーザー数」および「ランク付け基準」の選択に基づいて移入されま
す。

「ランク付け基準」オプションには、次の項目が含まれています:

• タスク
• タスク%
• 合計日数
• 拒否

例: 「ランク付け基準」オプションから、実行が遅れているタスクのパーセンテージ値に基づいて「タスク%」を選択し
た場合、それぞれのユーザーがレポートに表示されます。

下位リストのユーザー傾向
決算アクティビティが遅れているユーザーを表示します。
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表22 ユーザー傾向の下位リスト・レポート

レポートの詳細 説明

タスクの数 y軸に表示されます。

期間 x軸に表示されます。

上位リストのユーザー傾向
この傾向レポートを使用すると、比較的迅速に決算アクティビティを終了しているユーザーのリストを表示できます。

表23 ユーザー傾向の上位リスト・レポート

レポートの詳細 説明

タスクの数 y軸に表示されます。

期間 x軸に表示されます。

Account Reconciliation Managerダッシュボード
Account Reconciliation Manager (ARM)ダッシュボードは、期間ごとの調整情報を提供します。Account
Reconciliation Managerダッシュボードは、調整のステータスやパフォーマンス、および調整プロセスを通じて検出
された項目を調整する際の影響を、ユーザーが把握できるように設計されています。次をモニターできます:

• 実際の完了とスケジュールされた完了の比較
• 予定どおりに完了された調整のパーセンテージ
• 自動調整された調整のパーセンテージ
• 指定された期間に発生した拒否の数

また、選択したメトリックの傾向の履歴をモニターして、メトリックが増加したか減少したかを確認することも可能で
す。

ダッシュボードの主要な目的は、それぞれの顧客に適したレベルで、これらのメトリックをレポートしやすくすることで
す。たとえば、ある顧客は会社コードごとにモニターし、別の顧客は地域や勘定科目タイプを選択することが可能で
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す。柔軟性を最大限に高めるため、レポート基準の選択は顧客が構成できるようになっており、顧客はレポート基準
の各オプションを切り替えて、状況を最も把握しやすくすることができます。

Account Reconciliation Managerダッシュボードの情報は、Oracle Financial Close Management内の
Account Reconciliation Managerモジュールから取得されます。Account Reconciliation Managerダッシュ
ボード・ページには、次のレポートが表示されます:

• 調整要約
• パフォーマンス分析
• トレンド分析
• 見積もり試算表
• 調整分析

Account Reconciliation Managerの起動ページ
Account Reconciliation Managerの起動ページには、各ダッシュボード・ページへのショートカットがあります。
ダッシュボード・アイコンをクリックすると、各ダッシュボード・ページが個別に表示されます。

Account Reconciliation Managerの起動ページから、次のページを起動できます:



64 Oracle Financial Management Analyticsユーザー・ガイド リリース11.1.2.4.000 · · 2015 年 1 月

•  64ページの調整要約ダッシュボード・ページ
•  69ページのプロ・フォーマ試算表および調整分析ダッシュボード・ページ
•  73ページのユーザー・パフォーマンス・ダッシュボード・ページ

調整要約ダッシュボード・ページ
調整要約ダッシュボード・ページには、次のレポート情報が表示されます:

•  65ページの調整要約
•  66ページのパフォーマンス分析
•  68ページのトレンド分析

調整要約ダッシュボード・ページの視点の設定
視点(POV)セレクタから、レポートを表示するPOVメンバーを選択します。

調整要約ダッシュボード・ページの視点を設定するには:

1. POVセレクタから、「期間」および「ステータス」を選択し、「適用」をクリックします。
2. POVセレクタから、任意の「レポート基準」オプションを選択します。

• リスク評価(デフォルト)
• 勘定科目タイプ
• 処理
• プロファイル・セグメント
• カスタム属性

注：

ユーザー・タイプ属性を除き、すべてのカスタム属性がサポートされています。

3. オプション: 「アイテム別レポート」を選択し、「適用」をクリックします。

注：

「アイテム別レポート」オプションを使用できるのは、セクション・プロンプトで「プロファイル・セグメ
ント」または「カスタム属性」を選択した場合です。

4. オプション: 次のいずれかのアクションを実行するには、「リセット」をクリックします:

• 最後に適用した値にリセット
• デフォルト値にリセット
• すべてクリア
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調整要約
調整要約レポートを使用して、許可された期間内に調整が完了したかどうかをモニターします。最初のレポート
は、POVセクション・プロンプト内のレポート基準の選択に基づいています。このレポートを使用すると、レポート基
準の選択に基づいて調整のステータスを分析でき、実際の完了とプラン完了の詳細が表示されます。

表24 調整要約レポートには、次の情報が表示されます:

列の詳細 説明

ダッシュボード・プロンプト内の「レポート基準」の選択に基
づいて列見出しが表示されます。

列見出しは、次に示すレポート基準オプションのいずれで
もかまいません:

• リスク評価
• 勘定科目タイプ
• 処理
• プロファイル・セグメント
• カスタム属性

例: 「レポート基準」で、「リスク評価」を選択した場合、次の
値が表示されます:

• 高
• 中
• 低

注：

値が割り当てられていないAccount Reconciliation
Manager属性には、「未割当て」と表示されます。

合計 調整の数。表示される値は、最初の列のメンバー・リストに
関連付けられています。

保留中 合計の調整数のうち、保留中の調整の数。

オープン 合計の調整数のうち、オープンの調整の数。

クローズ済 合計の調整数のうち、クローズ済の調整の数。
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列の詳細 説明

実際の完了 合計の調整数に対するクローズ済の調整のパーセンテージ
値。

計算式: クローズ済の調整数/調整の合計数

プラン完了 合計の調整数に対するクローズ予定の調整のパーセンテー
ジ。

計算式: クローズ予定の調整数/調整の合計数。

条件 プラン完了と実際の完了のデータの差が、インディケータに
より示されます。

カラー・コードは、プラン完了と実際の完了のデータの差に基づいて、調整の状態を表します。例:

•
 緑は、指定された期間内に調整が正常に処理されていることを示します。デフォルトで、緑はプラン完了と

実際の完了のデータの差が3以内であることを示します。

•
は、調整に注意を払う必要があることを示します。デフォルトで、黄色はプラン完了と実際の完了のデータの

差が3より大きく、10未満であることを示します。

•
 赤は、実際の完了がプラン完了から大幅に逸脱していることを示します。デフォルトで、赤はプラン完了と実

際の完了のデータの差が10以上であることを示します。

注：

定義されたカラー・インディケータおよびしきい値を変更できるのは管理者のみです。

パフォーマンス分析

パフォーマンス分析レポートは、コンプライアンス・メトリックや業務効率メトリックに従って、組織がどの程度順調に
運用されているかを把握する際に役立ちます。このレポートを使用して、勘定科目調整プロセスのパフォーマンスを
分析します。
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表25 パフォーマンス分析レポートの詳細

レポート・プロンプトの詳細 説明

表示 このオプションを使用すると、「数値」または「パーセンテー
ジ」(デフォルト)のフォーマットで調整数を表示できます。
たとえば、選択内容を「数値」から「パーセンテージ」に変更
すると、レポートはパーセンテージの値で表示されます。

• 「パーセンテージ」の選択に基づいて、列見出しが対応し
て変更されます。

• 「数値」の選択に基づいて、列見出しが対応して変更さ
れます。

注：

パーセンテージは、パーセント記号(%)を使用して表されま
す。

数値は、数値記号(#)を使用して表されます。

表26 パフォーマンス分析レポートには、次の情報が表示されます:

列の詳細 説明

ダッシュボード・プロンプト内の「レポート基準」の選択に基
づいて列見出しが表示されます。

列見出しは、次に示すレポート基準オプションのいずれで
もかまいません:

• リスク評価
• 勘定科目タイプ
• 処理
• プロファイル・セグメント
• カスタム属性

例: 「レポート基準」オプションから「リスク評価」を選択した
場合は、列に次の値が表示されます:

• 高
• 中
• 低

注：

値が割り当てられていないAccount Reconciliation
Manager属性には、「未割当て」と表示されます。

予定どおり スケジュールされた期限までに完了された調整の数。計算
方法: 予定どおりの調整の合計数/調整の合計数。

自動調整済 正常に自動調整された調整の数。計算方法: 自動調整を使

用した調整の合計数/調整の合計数

警告なし 警告が含まれない調整の数。警告は、貸方残高が見込ま
れる場合に借方残高が存在する場合(あるいはその逆)、
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列の詳細 説明
または取引の期間が過剰に経過している場合など、調整
にリスクがあることが示唆されている場合に表示されます。
計算方法: 警告なしの調整の合計数/調整の合計数

調整なし ソース・システムまたはサブシステムに対する調整が含ま
れない調整の数。

これまでの遅れ 完了が遅れた調整の数(割り当てられた期限後に行われ
た準備または確認)。

拒否 発生した拒否の数(複数回拒否された調整は、拒否される
たびに1回カウントします)。

トレンド分析
トレンド分析レポートには、パフォーマンス・メトリックに関する傾向の履歴が一度に1つ表示されます。折れ線グラフ
で表されるレポートには、「表示」レポート・プロンプト(ドロップダウン・リスト)と、POVセクション・プロンプトの「レポー
ト基準」の選択に基づいて傾向が表示されます。

表27 トレンド分析レポートの詳細

レポートの詳細 説明

表示(レポート・プロンプト) レポートの列見出しを表示できます。次のオプションから選
択します:

• 予定どおり - スケジュールされた期限までに完了された
調整の値(デフォルト)。

• 自動調整済 - 正常に自動調整された調整の値。
• 警告なし - 警告が含まれない調整の値。警告は、貸方

残高が見込まれる場合に借方残高が存在する場合、ま
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レポートの詳細 説明
たは古い取引の場合など、調整にリスクがあることが示
唆されている場合に表示されます。

• 調整なし - ソース・システムまたはサブシステムに対する
調整が含まれない調整の値。

• これまでの遅れ - 調整プロセスが遅れている調整の値。
これは、完了が遅れた調整の数を表示します(割り当て
られた期限後に行われた準備または確認)。

• 拒否 - 拒否された調整の値。これにより、発生した拒否
の数が表示されます(複数回拒否された調整は、拒否さ
れるたびに1回カウントします)。

注：

パーセンテージは、パーセント記号(%)を使用して表されま
す。

数値は、数値記号(#)を使用して表されます。

値 y軸には、レポート・プロンプトの「表示」の選択に基づいた
値が表示されます。

期間 x軸には、過去12か月の傾向が表示されます。グラフにリ
ストされる期間は、POV選択に基づきます。

プロ・フォーマ試算表および調整分析ダッシュボード・ページ
このダッシュボード・ページでは、試算表および調整をモニターできます。このページには、次のレポート情報が表示さ
れます:

•  70ページの見積もり試算表
•  71ページの調整分析

プロ・フォーマ試算表および調整分析ダッシュボード・ページの視点の設定
このセクションでは、リストから必要なPOVメンバーを選択でき、Account Reconciliationダッシュボードのすべて
のレポートが、この選択内容の影響を受けます。視点(POV)セレクタから、レポートを表示する必要なPOVメンバーを
選択します。

プロ・フォーマ試算表および調整分析ダッシュボード・ページの視点を設定するには:

1. リストからPOVディメンション・メンバーを選択します:

• 期間
• ステータス
• 通貨
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• 経過期間プロファイル
2. 「適用」をクリックすると、ダッシュボード・ページに変更が表示されます。
3. オプション: 次のいずれかのアクションを実行するには、「リセット」をクリックします:

• 最後に適用した値にリセット

• デフォルト値にリセット

• すべてクリア

見積もり試算表

このレポートを使用して、勘定科目残高の調整の影響をモニターします。レポートには試算表が表示され、ソース・シ
ステムと調整の間の調整残高が評価されます。

勘定科目タイプは階層形式であるため、レポートでは、勘定科目タイプごとに値が集計されます。

表28 セクション・プロンプトの詳細:

セクション・プロンプトの詳細 説明

通貨バケット(レポート・ラベル) 通貨バケットでは、レポートする値の種類を定義します。
通貨バケットには、「入力済」、「機能」および「レポート」
があります。通貨バケットは、Account Reconciliation
Managerで構成されます。

レート・タイプ(レポート・ラベル) レートは、ある通貨を別の通貨に換算する際に使用する乗
算係数を定義します。

レート・タイプは、同じ通貨ペアに対する様々なレート・レコー
ドを示します。

Account Reconciliation Managerには、外国通貨レー
ト(FXレート)がロードされています。このレポート・ラベルに
は、OFMA構成ユーティリティで行われた「レート・タイプ」
の選択内容が表示されます。

通貨(ダッシュボード・プロンプト) 通貨バケットに関連付けられている通貨リストが表示され
ます。レポートの値は、選択された通貨のドロップダウン・リ
ストに表示されます。

例: 「通貨」ドロップダウンをUSドル($)からユーロ(€)に変
更すると、レポートの値は€ユーロで表示されます。
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セクション・プロンプトの詳細 説明
単一通貨の場合は、通貨バケットのデフォルト設定でリス
トに通貨が表示されます。

複数通貨の場合、通貨リストには、OFMA構成ユーティリ
ティで選択された「レート・タイプ」に対して、換算レートが設
定されている使用可能な通貨のみが表示されます。

経過期間プロファイル(ダッシュボード・プロンプト) Account Reconciliation Managerモジュールから取得
された経過期間プロファイル・リストが表示されます。経過
期間プロファイルは、調整分析ダッシュボードで使用され
ている経過期間バケットを特定します。

表29 見積もり試算表レポートには、次の情報が表示されます:

列の詳細 説明

勘定科目タイプ 勘定科目のタイプで、次のような階層構造に従ってリスト
されます:

• 資産
○現金
○投資
▪ 短期
▪ 長期

• 負債
○買掛金
○支払手形

• 資本

レポートでは、勘定科目タイプごとに値が集計されます。

ソース・システム当たり 調整に関連付けられているソース・システムの残高の値。こ
れらの値は、勘定科目タイプごとに集計されます。

調整 調整に関連付けられているソース・システムの取引に対す
る調整の値。これらの値は、勘定科目タイプごとに集計さ
れます。

調整済残高 調整に関連付けられている調整済残高の値。これらの値
は、勘定科目タイプごとに集計されます。計算方法: 調整済

残高 = ソース・システム当たりの値 - 調整値。

調整分析
このレポートを使用して、調整をモニターします。

調整分析レポートは、「プロ・フォーマ試算表」レポートで行われた「勘定科目タイプ」の選択に基づきます。例: 見積
もり試算表レポートで現金勘定科目タイプを選択すると、調整分析レポートに対応する調整の詳細が表示されます。
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このレポートはバブル・グラフです:

• y軸には、すべての調整値の合計が表示されます。
• x軸には開始日が表示されます。
• バブルのサイズは、調整件数を表します。

表30 調整分析グラフ - レポートの詳細

レポートの詳細 説明

経過期間プロファイル 経過期間プロファイルの選択内容に関連付けられた経過
期間バケットが表示されます。

通貨 通貨バケットに関連付けられている通貨リストが表示され
ます。レポートの値は、リストで選択された通貨で表示され
ます。

例: 「通貨」リストをUSドル($)からユーロ(€)に変更すると、
レポートの値はユーロ(€)で表示されます。

単一通貨の場合は、通貨バケットのデフォルト設定でリス
トに通貨が表示されます。

複数通貨の場合、通貨リストには、OFMA構成ユーティリ
ティで選択されたレート・タイプに対して、換算レートが設定
されている使用可能な通貨のみが表示されます。

勘定科目タイプ 選択した期間の調整に関連付けられている勘定科目タイ
プのリストが表示されます。

ソース・システムに対する正味調整 y軸には、調整値の合計が表示されます。

開始日 x軸には開始日が表示されます。経過期間バケットの開始
日にバブルが表示されます。



Financial Close Managementダッシュボード 73

ユーザー・パフォーマンス・ダッシュボード・ページ
このページを使用して、現在の期間のARMアプリケーションの調整タスクに関するユーザーのパフォーマンスを表示
します。

ユーザー・パフォーマンス・ダッシュボードの視点の設定
視点を設定するには:

1. リストから必要なPOVディメンション・メンバーを選択します:

• 期間
• 役割(オプション)
• ユーザー数
• ランク付け基準

2. 「適用」をクリックすると、ダッシュボード・ページに変更が表示されます。
3. オプション: 次のいずれかのアクションを実行するには、「リセット」をクリックします:

• 最後に適用した値にリセット
• デフォルト値にリセット
• すべてクリア

ユーザーの下位リスト
このレポートを使用して、決算アクティビティが遅れているユーザーを表示します。

ユーザーのリストは、POVディメンションでの「ランク付け基準」および「ユーザー数」の選択に基づきます。

「ランク付け基準」オプションには、次の項目が含まれています:

• 調整
• 調整%
• 合計日数
• 拒否

例: 「ランク付け基準」オプションから、実行が遅れている調整のパーセンテージ値に基づいて「調整%」を選択した
場合、それぞれのユーザーのリストがレポートに表示されます。
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表31 「ユーザーの下位リスト」レポートには、次の情報が表示されます:

列の詳細 説明

名前 ユーザー名が表示されます。

遅延調整 実行が遅れている調整の数

遅延調整% 遅れている調整のパーセンテージ

合計遅延日数 調整が遅れている日数。

拒否 発生した拒否の数(複数回拒否された調整は、拒否される
たびに1回カウントされます)。

ユーザーの上位リスト
このレポートを使用して、迅速に決算アクティビティを実行するユーザーを表示します。

ユーザーのリストは、POVディメンションでの「ランク付け基準」および「ユーザー数」の選択に基づきます。

「ランク付け基準」オプションには、次の項目が含まれています:

• 調整
• 調整%
• 合計日数
• 拒否

例: 「ランク付け基準」オプションから、スケジュールより早い調整のパーセンテージ値に基づいて「調整%」を選択し
た場合、それぞれのユーザーのリストがレポートに表示されます。

表32 「ユーザーの上位リスト」レポートには、次の情報が表示されます:

列の詳細 説明

名前 ユーザー名

早期完了調整 スケジュールより早い調整の数。

早期完了調整% スケジュールより早い調整のパーセンテージ。

合計早期日数 事前に調整が完了した日数。

拒否 発生した拒否の数(複数回拒否された調整は、拒否される
たびに1回カウントされます)。
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ユーザー傾向
ユーザー傾向レポートでは、各ユーザーの情報は異なる色で示されています。色の上にカーソルを置くと、その期間に
ユーザーによる実行が遅れている調整の数が表示されます。ユーザー傾向レポートは、策定者、レビュー担当者または
その両方などのユーザー役割に基づいています。

ユーザーのリストは、POVディメンションでの「ランク付け基準」および「ユーザー数」の選択に基づいて、自動的に移
入されます。

「ランク付け基準」オプションには、次の項目が含まれています:

• 調整
• 調整%
• 合計日数
• 拒否

例: 「ランク付け基準」オプションから、実行が遅れている調整のパーセンテージ値に基づいて「調整%」を選択した
場合、それぞれのユーザーがレポートに表示されます。

下位リストのユーザー傾向
この傾向レポートを使用すると、決算アクティビティが遅れているユーザーのリストを表示できます。

表33 ユーザー傾向の下位リスト・レポート

レポートの詳細 説明

調整の数 y軸に表示されます

期間 x軸に表示されます

上位リストのユーザー傾向
この傾向レポートを使用すると、比較的迅速に決算アクティビティを終了しているユーザーのリストを表示できます。
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表34 ユーザー傾向の上位リスト・レポート

レポートの詳細 説明

調整の数 y軸に表示されます

期間 x軸に表示されます
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5
Tax Provisionダッシュボード

この項の内容：
Tax Provisionの起動ページ .....................................................................................................  77
Tax Provisionダッシュボードの視点の設定 ................................................................................  78
有効税率ダッシュボード ............................................................................................................  79
課税損失および評価引当金ダッシュボード ...................................................................................  82
キー・パフォーマンス・インディケータ .............................................................................................  85

Tax Provisionダッシュボードを使用して、企業のグローバルな税引当、有効税率、繰延税金の詳細に関する全体
的な状況を表示します。ダッシュボードの数量情報を参照して、現在の年に関する企業の税引当を分析し、異なる地
域全体にわたってTaxのデータをスライスできます。データに基づいて、明確な対応を取ることができます。

次のような税インディケータを追跡できます: 現在の税金費用vs合計税金費用、合計税金費用vs収益合計、および
合計税金費用vs支出合計。

Tax Provisionダッシュボードの情報は、Financial Management (HFM)を使用して作成されたTax Provision
アプリケーションから取得されます。

Tax Provisionの起動ページ
Tax Provisionの起動ページにはアイコンおよびURLが含まれており、これを使用すると、ダッシュボード・ページに
簡単にアクセスできます。
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Tax Provisionの起動ページから、次のダッシュボード・ページを起動できます:

•  79ページの有効税率ダッシュボード
•  82ページの課税損失および評価引当金ダッシュボード
•  85ページのキー・パフォーマンス・インディケータ

Tax Provisionダッシュボードの視点の設定
視点を設定するには:

1. ダッシュボード・プロンプトから、POVディメンションを選択します:

• 年
• 期間
• 通貨
• シナリオ
• 標準

2. 「適用」をクリックすると、ダッシュボード・ページに変更が表示されます。
3. オプション: 次のいずれかのアクションを実行するには、「リセット」をクリックします:
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• 最後に適用した値にリセット
• デフォルト値にリセット
• すべてクリア

有効税率ダッシュボード
このダッシュボード・ページを使用して、様々な地域の税データをモニターします。このページには、次のレポート情報が
表示されます:

•  79ページの地域別ETR (有効税率)
•  80ページのETR - 実績vs計画
•  81ページの現金課税ETR

地域別ETR (有効税率)
有効税率レポートを使用すると、様々な地域の税データを簡単に評価できます。様々な地域の有効税率を表示し、同
じものを法定税率と比較できます。

水平の棒グラフを使用して、有効税と法定税の値の差を比較します。水平棒の上にカーソルを置いて、その地域の
税の値を表示します。y軸に表示される地域は、構成ユーティリティで行う選択内容に基づきます。

注：

法定税率は、リーフ・エンティティなど、より低いレベルのエンティティ構造にのみ適用します。

凡例はレポートの下部にあり、次の情報が表示されます:

• 青い水平棒は有効税の値を表します
• 赤い水平棒は法定税の値を表します
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表35 地域別ETRには、次の情報が表示されます:

レポートの詳細 説明

レポート・プロンプト 次のいずれかのオプションを選択するためのドロップダウ
ン・メニューです:

• 有効税率
• 法定税率

注：

このレポートでは、レポート・プロンプトを変更した場合、その
レポートの変更が表示されます。

税の値 税の値はx軸に表示されます。

• 有効税率は、パーセンテージ値(%)で表示されます
• 法定税率は、数値で表示されます

地域 構成ユーティリティで選択された地域は、y軸に表示されま
す。

ETR - 実績vs計画
このレポートを使用して、ダッシュボード・プロンプトで選択された年の有効税率(ETR)と計画有効税率(ETR)を比
較できます。このレポートには、ダッシュボードのPOVにおける年の選択に基づいて全四半期の傾向の値が表示さ
れ、前の年のデータも表示されます。

様々な地域の有効税率(ETR)と計画有効税率(ETR)の値を表示できます。そのため、次の年の実行計画を最適化
し、計画有効税率(ETR)が大幅に改善される地域を識別できます。

注：

レポート名は、ダッシュボードのPOVにおけるシナリオの選択に基づきます。例: 「シナリオ」ドロッ
プダウン・リストから、「確認」を選択して「適用」をクリックすると、レポート名はETR - 確認vs計
画に変更されます。

注：

Oracle Financial Management Analyticsの構成ユーティリティを使用して実績vs計画のシ
ナリオを構成できるのは、管理者のみです。
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表36 ETR - 実績vs計画レポートには、次の情報が表示されます:

レポートの詳細 説明

セクション・スライダ セクション・スライダをある地域から別の地域に動かすと、
レポートに別の地域のデータが表示されます。地域リスト
は、長方形のバーと一緒に表示されます。

 21ページのグラフでのセクション・スライダの使用を参照
してください。

パーセンテージ値 ETRの値はy軸に表示されます。

期間 x軸には、ダッシュボードのPOVにおける年の選択に基づ
いて全四半期の傾向のデータが表示され、前の年のデータ
も表示されます。レポートには、4つすべての四半期と四半
期調整(QA)のデータが表示されます。

現金課税ETR
企業は、現在の期間、次以降の期間というように、分割して税金を支払います。

このレポートを使用すると、現在の期間の総所得における現在の税引当が、地域にわたって表示されます。現在
の年を含む、過去3年間の傾向値を比較できます。情報は、ダッシュボードのPOVにおける年の選択に基づいて表
示されます。

垂直の棒の上にカーソルを置くと、その地域の税の値が表示されます。x軸に表示される地域は、構成ユーティリティ
で行われた選択内容に基づきます。

凡例はレポートの下部にあり、ダッシュボードのPOVで行われた現在の年の選択を含め、過去3年間にわたる傾向
の値が表示されます。

たとえば、ダッシュボード・プロンプトの「年」 = 2012とすると、対応する凡例は次のように表示されます:
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• 青い棒は2010年を表します。
• 赤い棒は2011年を表します。
• 紫の棒は2012年を表します。

表37 現金課税ETRレポートには、次の情報が表示されます:

レポートの詳細 説明

税の値(%) 税の値のパーセンテージはy軸に表示されます。

地域 構成ユーティリティで選択された地域は、x軸に表示されま
す。

課税損失および評価引当金ダッシュボード
次の項では、「課税損失および評価引当金」レポートについて説明します。

課税損失
すべての会社では損失が発生し、この損失は全体的な課税額を低減するために使用されます。会社が連邦政府に
これらの損失の記録を示すと、支払う有効税が低減されます。

このレポートでは、生成された年と有効期限の年を含め、課税損失の詳細が取得されます。

このレポートは、ウォーターフォール・グラフ(浮動棒グラフ)で表されます。レポートには、初期値がどのように増減した
かが、最後の値へとつながる一連の中間値によって表示されます。

凡例は、レポートの右下隅に表示されます:

• 緑の列は増加値を表します。
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• オレンジの列は減少値を表します。
• 青の列は合計課税損失値を表します。

表38 課税損失残高のロールフォワード

課税損失 説明

元の損失 元の損失額で、前の期間から計算されます

作成 現在の年の課税損失額で、繰延税金や現在の引当金か
ら計算されます

有効期限 現在の年で期限が切れるよう設定された税で、有効期限
の年列に基づいて計算されます。値はシステムで自動的
に計算されます。

現在の年の使用率 現在の期間に使用される課税損失で、現在の引当金に振
り替えられます

繰延調整への返還 税金還付の充てん結果として、繰延調整に返還するため
に現在の期間で調整される課税損失

その他の調整 その他の調整のために、現在の期間で調整される課税損
失

合計課税損失 繰越可能な課税損失

表39 課税損失レポートには、次の情報が表示されます:

レポートの詳細 説明

セクション・スライダ セクション・スライダをあるデータ・カテゴリから別のデータ・
カテゴリに動かすと、レポートに別のデータ・カテゴリの税
データが表示されます。データ・カテゴリ・リストは、長方形
のバーと一緒に表示されます。
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レポートの詳細 説明
 21ページのグラフでのセクション・スライダの使用を参照
してください。

地域 課税損失レポートで、「地域」ドロップダウン・リスト(レポー
ト・プロンプト)1を変更すると、対応する変更がレポートに表
示されます。

税の値 税の値はy軸に表示されます。

ロール・フォワード・メンバー ロールフォワード・メンバーはx軸に表示されます。
1レポート・プロンプトとは、レポートのすべてのコンテンツに影響するレポート・フィルタ・オブジェクトです。

評価引当金合計
評価引当金には、投資の損失、未回収勘定の見積もり額、および固定資産の減価償却が含まれます。

このレポートは、連邦政府が評価引当金合計の詳細の確認を、企業に明示的に要求できる国でのみ使用できます。

このレポートは円グラフで表され、構成ユーティリティから選択された特定地域の全体的な評価引当金の情報が含
まれます。

表40 評価引当金合計レポートには、次の情報が表示されます:

レポートの詳細 説明

円グラフの扇形 構成ユーティリティで選択された地域は、円グラフに表示さ
れます。

値 各地域の評価引当金合計データのパーセンテージ値が表
示されます。各地域のパーセンテージは、次の式に基づい
て計算されます: [特定地域のデータ/すべての地域の合計

値]。

表41 評価引当金合計の表の情報

表の情報 説明

地域 円グラフの扇形内に地域を表示します

金額 各地域の値が表示されます
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キー・パフォーマンス・インディケータ
次の項では、「税KPI」レポートおよび「税KPI傾向」レポートについて説明します。

税KPI
各KPIはゲージで表され、そのゲージの円周に沿ってメトリック値が示されます。円周は、異なる範囲の値に分割さ
れ、別々の色で表されています。ゲージ内の針が1つのデータ・ポイントを指し、KPI値がボックスに表示されます。
ダッシュボードのこのセクションには、次の3つのレポートが表示されます:

• 現在の税金vs合計税金
• 合計税金vs収益合計
• 合計税金vs支出合計

レポートの下部にある凡例には、特定範囲のメトリックに関連付けられたカラー・コードに関する情報が表示されま
す。例:

• 赤はクリティカルを示します
• 黄色は警告を示します
• 緑は良好であることを示します

注：

管理者は、ビジネス要件に基づいて、これらのKPIのそれぞれに差異の範囲を設定する必要があ
ります。

定義された差異の範囲を変更できるのは管理者のみです。『Oracle Hyperion Financial Management管理者ガイ
ド』のOracle Financial Management Analyticsのカスタマイズに関する項を参照してください。
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注：

「税KPI」レポートでリスト項目から地域を選択すると、3つすべてのKPIが対応して変更されます。

税KPI傾向
このレポートには、Taxアプリケーションに定義されている税勘定科目に関するキー・パフォーマンス・インディケータの
傾向が表示されます。表示されるデータは、税KPI傾向レポートで行われた税勘定科目の選択内容に基づきます。
例: 勘定科目リストから「税金合計」を選択すると、税KPI傾向レポートに対応する傾向の詳細が表示されます。ダッ
シュボードのPOVにおける年の選択に基づいて、レポートには、4つの四半期と前の年の税データが表示されます。

注：

このレポートには、四半期調整(QA)のデータは表示されません。

レポートには、次の税勘定科目の傾向が表示されます:

• NIBT - 税引前純利益
• 税金合計
• 現在の税金
• 繰延税金
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表42 税KPI傾向 - レポートの詳細

レポートの詳細 説明

勘定科目 税KPI傾向レポートで「勘定科目」リストの項目を変更する
と、税KPI傾向レポートが対応して変更されます。

地域 「地域」列で をクリックすると、選択した地域の階層を表
示できます。表示される各地域は、構成ユーティリティでの
「地域」の選択に基づいています。

年 ダッシュボードのPOVに基づいて、選択された年とその前
の年が表示されます。
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6
EPMワークスペース内
のOracle Financial

Management Analyticsの統合

この項の内容：
HFMからのOracle Financial Management Analyticsへのアクセス ...........................................  89

Oracle Financial Management Analyticsは、Oracle Hyperion Enterprise Performance Management
ワークスペース内で使用できます。このリリースでは、EPMワークスペースで作成された、アプリケーションのOracle
Financial Management Analyticsダッシュボードおよびレポートの表示のみが可能になります。例: サンプ
ル・アプリケーションのダッシュボードおよびレポートを表示できます。『Oracle Hyperion Enterprise Performance
Management Workspaceユーザー・ガイド』を参照してください。

HFMからのOracle Financial Management Analyticsへの
アクセス
このリリースでは、EPMワークスペース環境でFinancial ManagementからAnalyticsのURLにアクセスできま
す。この機能によって、EPMワークスペース環境内のFinancial Managementで作成された、アプリケーションの
Oracle Financial Management Analyticsダッシュボードおよびレポートの表示のみが可能になります。例: サン
プル・アプリケーションのダッシュボードおよびレポートを表示できます。

EPMワークスペース環境のFinancial Management内で、Oracle Financial Management Analyticsにアクセ
スできます。

注：

OFMAダッシュボードにアクセスする適切な権限と役割がユーザーにあることを確認する必要が
あります。EPMワークスペース内のOFMAダッシュボードにアクセスするには、ユーザーは「ダッシュ
ボード・ビューア」の役割を持っている必要があります。エラー・メッセージが表示される場合は、システ
ム管理者に問い合せてください。

注：

構成ユーティリティを使用している場合、「分析」オプションが有効になっていることを確認してくだ
さい。

詳細は、Oracle Financial Management Analytics管理者ガイドを参照してください。
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Financial Management Workspace内のOracle Financial Management Analyticsにアクセスするに
は:

1. ブラウザで、EPMワークスペースのURLを入力します: http://web server:port number/workspace/

URLの形式は次のとおりです: http://server name:port number/workspace

ここで:

• web serverは、Webサーバーをホストするコンピュータの名前です。
• port numberは、Webサーバーのポート番号です。例: 19000。
• workspaceは、仮想ディレクトリ・セットです。

注：

すべてのHFMユーザーが、EPMワークスペースにログオンしたり、Analyticsにアクセスできるわ
けではありません。EPMワークスペース内のOFMAダッシュボードにアクセスするには、ユーザー
は「ダッシュボード・ビューア」の役割を持っている必要があります。

2. EPMワークスペースのWebページで、Financial Management管理者のユーザー名およびパスワードを入力し
ます。

注：

ユーザー名とパスワードは大/小文字が区別されます。

3. 「ログオン」をクリックします。
4. EPMワークスペースで、「ナビゲート」、「アプリケーション」、「連結」の順に選択し、開くアプリケーションを選択し

ます。

注：

OFMAダッシュボードおよびレポートを表示するアプリケーションを開きます。

5. 「連結」、「分析」の順に選択して、そのアプリケーションのOFMAダッシュボードおよびレポートを表示します。

注：

ダッシュボードの詳細は、Oracle Financial Management Analytics管理者ガイドを参照してくださ
い。
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A
追加情報

この項の内容：
関連ドキュメント .......................................................................................................................  91

この付録では、Oracle Financial Management Analyticsのドキュメントで扱われていない重要な情報を提供し
ます。

関連ドキュメント
Oracle Financial Management Analyticsでは、Oracle BI EE機能を使用して、リポジトリおよびカタログ
の管理など、多くのタスクを実行します。Oracle BI EEのドキュメントはすでに入手可能で、Oracle Financial
Management Analyticsのドキュメントで扱われていない情報に対応しています。このガイドと併用するため、この
Oracle BI EEドキュメントへの相互参照を適宜行っています。

表43 関連ドキュメント

関連ドキュメント リファレンス・ガイド

Oracle BI EE 次のドキュメントを参照してください:

• Oracle BI EEのインストールについては、Oracle
Fusion Middleware Oracle Business Intelligence
Enterprise Editionインストレーションおよびアップグレード・ガ
イドを参照してください。

• Oracle BI EEの構成については、Oracle Fusion
Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise
Editionシステム管理者ガイドを参照してください。

• Oracle BI EEの統合については、Oracle Fusion
Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise
Editionインテグレータ・ガイドを参照してください

• アクセシビリティ機能については、Oracle® Fusion
Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise
Editionユーザー・ガイド11gリリース1 (11.1.1)の付録Cを参
照してください

• BIサーバーについては、Oracle(R) Fusion Middleware
Oracle Business Intelligence Enterprise Editionインテ
グレータ・ガイド 11g リリース1 (11.1.1)を参照してください
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関連ドキュメント リファレンス・ガイド
• BI管理ツールについては、『Oracle(R) Fusion

Middleware管理者ガイド 11g リリース1 (11.1.1)』を参照
してください

• BIプレゼンテーション・サービスについては、Oracle(R)
Fusion Middleware Oracle Business Intelligence
Enterprise Edition開発者ガイド 11g リリース1 (11.1.1)を
参照してください

• Oracle BIプレゼンテーション・カタログについて
は、Oracle(R) Fusion Middleware Oracle Business
Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイドを参
照してください

• プレゼンテーション・レイヤーの作成およびメンテナン
スについては、Oracle(R) Fusion Middleware Oracle
Business Intelligence Enterprise Editionメタデータ・リポ
ジトリ・ビルダー・ガイド 11g リリース1 (11.1.1)を参照してく
ださい。

• リポジトリ・ファイル(.rpd)の作成については、Oracle(R)
Fusion Middleware Oracle Business Intelligence
Enterprise Editionメタデータ・リポジトリ・ビルダー・ガイド 11g
リリース1 (11.1.1)を参照してください。

• Oracle BI Mobileでのアプリケーションの構成につ
いては、Oracle Fusion Middleware Oracle Business
Intelligence Mobileユーザー・ガイド11gリリースを参照してく
ださい

Oracle Hyperion Financial Management 参照:

• 『Oracle Hyperion Financial Management, Fusion
Editionユーザー・ガイド』

• 『Oracle Hyperion Financial Management, Fusion
Edition管理者ガイド』

リリース11.1.1.3については、次のリンクを参照して
ください: http://download.oracle.com/docs/
cd/E12825_01/index.htm リリース9.3.xにつ
いては、次のリンクを参照してください: http://
download.oracle.com/docs/cd/E10530_01/
welcome.html

Financial Close Management 参照:

• Oracle Hyperion Financial Close Management管理者
ガイド

• Oracle Hyperion Financial Close Managementユー
ザー・ガイド

http://download.oracle.com/docs/cd/E12825_01/index.htm
http://download.oracle.com/docs/cd/E12825_01/index.htm
http://download.oracle.com/docs/cd/E10530_01/welcome.html
http://download.oracle.com/docs/cd/E10530_01/welcome.html
http://download.oracle.com/docs/cd/E10530_01/welcome.html
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関連ドキュメント リファレンス・ガイド

Oracle Hyperion Financial Data Quality
Management

参照:

• 『Oracle Hyperion Financial Data Quality
Management管理者ガイド』

• ERP Integration Adapter for Oracle Applications管理
者ガイド

Oracle Hyperion Tax Provision 参照:

• Oracle Hyperion Tax Provision実装および管理者ガイド
• Oracle Hyperion Tax Provisionユーザー・ガイド
• Oracle Hyperion Tax Provision Readme

このドキュメントの範囲を超えたトピックに関してOracle Business Intelligence Enterprise Edition
ドキュメントにアクセスするには、http://download.oracle.com/docs/cd/E10415_01/doc/nav/
portal_booklist.htmでOracle Business Intelligence Suite Enterprise Editionのドキュメント・ライブラリを
参照してください。

http://download.oracle.com/docs/cd/E10415_01/doc/nav/portal_booklist.htm
http://download.oracle.com/docs/cd/E10415_01/doc/nav/portal_booklist.htm
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用語集
アクション 関連コンテンツへ移動したり、外部システムで操作、関数またはプロセスを起動

する機能を提供します。アクションは、分析、ダッシュボード・ページ、エージェン
ト、スコアカードの目標、スコアカードのイニシアティブおよびKPIに含めることが
できます。「アクション・リンク」も参照してください。

アクション・フレームワーク アクション・フレームワークは、Oracle BI EEアーキテクチャのコンポーネントで、
アクション実行サービス(AES)と呼ばれるJ2EEアプリケーションと、Oracle BI
EEの一部としてデプロイされる、アクションに固有のJavaScript機能を含んで
います。アクション・フレームワークには、アクションの作成や特定のアクション・タ
イプをブラウザから直接起動するクライアント側の機能も含まれています。

アクション・リンク 分析、ダッシュボード・ページ、スコアカードの目標、スコアカードのイニシアティブ
またはKPIに埋め込まれたアクションへのリンクで、クリックすると、関連付けら
れているアクションが実行されます。「アクション」も参照してください。

値階層 「親子階層」を参照してください。

イニシアティブ スコアカードで使用されます。イニシアティブは、目標を達成するために必要な、
時間に固有のタスクまたはプロジェクトです。したがって、目標をサポートするイ
ニシアティブを、戦略ターゲットに対する進捗を示すマイルストンとして使用でき
ます。

「目標」および「Oracle Scorecard and Strategy Management」も参照してくださ
い。

イベント・ポーリング表 イベント・ポーリング表(イベント表とも呼ばれる)は、更新された物理表に関する
情報をOracle BIサーバーに提供します。問合せキャッシュを最新に保つために
使用されます。Oracle BIサーバー・キャッシュ・システムはイベント表をポーリン
グし、物理表の情報を行から抽出して、それらの物理表を参照する古いキャッ
シュ・エントリを削除します。

イメージ・プロンプト 特定の値がマップされた異なる領域のイメージを提供するプロンプト。ユーザー
がイメージ領域をクリックすると、プロンプト値が選択され、分析またはダッシュ
ボードに移入されます。

「プロンプト」も参照してください。

エージェント ビジネス・プロセスの自動化を可能にします。エージェントは、イベント駆動型ア
ラート、スケジュールによるコンテンツの公開および条件付きイベント駆動型アク
ションの実行に使用できます。

エージェントは、情報ベースで問題と機会を動的に検出し、適切な通知対象ユー
ザーを判断し、そのユーザーに様々なデバイス(電子メール、電話など)で情報を配
信します。

オブジェクト・プロパティ オブジェクト、および所有者がオブジェクトに割り当てた属性に関する情報。プ
ロパティの例には、名前、説明、日付スタンプ、読取り専用アクセス、インデックス
なしフラグなどがあります。

「権限」も参照してください。

オフライン・モード Oracle BIサーバーにロードされていないリポジトリをリポジトリ作成者が編集で
きるOracle BI管理ツール内のモード。
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親子階層 タイプがすべて同じメンバーの階層。親子階層のディメンション・メンバーはすべ
て1つのデータ・ソースに存在します。親子階層では、メンバー間の関係は、ディメ
ンション・メンバー間の親子関係です。

「ディメンション」も参照してください。

親子関係表 親子階層でのメンバー間の関係を明示的に定義する値を持つ表。クロージャ表
とも呼ばれます。

オンライン・モード リポジトリを問合せ処理に使用すると同時にリポジトリ作成者が編集できる
Oracle BI管理ツール内のモード。オンライン・モードでは、リポジトリ内のサブ
ジェクト・エリアに接続しているユーザーのユーザー・セッション・モニタリングも可
能です。

階層 1対多関係で相互に関連を持つ、Oracle BIリポジトリ内の論理ディメンション
のレベルのシステム。すべての階層は共通のリーフ・レベルと共通のルート・レベ
ルを持つ必要があります。

階層は、メタデータでは個別のオブジェクトとしてモデル化されていません。かわ
りに、ディメンション・オブジェクトに暗黙的に含まれています。

「ディメンション」、「論理レベル」および「プレゼンテーション階層」も参照してください。

階層列 名前付きレベルと親子関係の両方を使用して編成されたデータ値が含まれたプ
レゼンテーション・サービス内の列。この列は、ツリーのような構造を使用して表示
されます。個々のメンバーは、下位メンバーが上位メンバーにまとめられて略示さ
れます。たとえば、特定の日は特定の月に属し、特定の月は特定の年内にあり
ます。時間や地域などがこの例です。

階層レベル ロールアップしたり、他のレベルからロールアップされる、プレゼンテーション・サー
ビスの階層列内のオブジェクト。Oracle BIリポジトリのプレゼンテーション・レ
ベルに相当します。

「プレゼンテーション・レベル」も参照してください。

外部キー 別の表の主キー列を参照する、表の列または列のセット。

カスタム・ビュー ビジネスと戦略のデータのカスタマイズされたビューを表示できるようにするスコ
アカードのコンポーネント。「Oracle Scorecard and Strategy Management」も参
照してください。

仮想物理表 ストアド・プロシージャまたはSELECT文から作成される物理表。仮想表を作成
することによって、Oracle BIサーバーおよびベースとなるデータベースに、高度な
問合せ要求の実行に適したメタデータが提供されます。

カタログ 「Oracle BIプレゼンテーション・カタログ」を参照してください。

管理サーバー WebLogicサーバー・ドメインの一部で、Oracle Business Intelligenceコ
ンポーネントを管理するプロセスを実行します。管理サーバーには、Oracle
WebLogic Server管理コンソールおよびOracle Fusion Middleware
Controlが含まれています。「Fusion Middleware Control」および「管理対象サー
バー」も参照してください。

管理対象サーバー 個々のJ2EEアプリケーション・コンテナ(JMX MBeanコンテナ)。ローカル・ミド
ルウェア・ホーム内に含まれるJavaコンポーネントとシステム・コンポーネントに、
個別のホストのローカル管理機能を提供し、構成とデプロイメントの全情報につ
いては管理サーバーを参照します。
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「管理サーバー」および「Fusion Middleware Control」も参照してください。

キー・パフォーマンス・インディ
ケータ(KPI)

特定のビジネス・ゴールと戦略目標を定義し、追跡する測定法。KPIをまとめる
と、モニター、改善および評価を必要とする、より大きな組織の戦略につながるこ
とが多くあります。KPIは、通常時間とともに変わる測定可能な値で、スコアとパ
フォーマンス・ステータスを決定するためのターゲットを持ちます。詳細な分析を
可能にするディメンションが含まれ、トレンド用およびパフォーマンス・パターンの
特定のために経時的な比較を行えます。

「Oracle Scorecard and Strategy Management」も参照してください。

基準 「分析基準」を参照してください。

キューブ リレーショナル・データベースの構造よりデータの分析時間が短く、柔軟性が高い
OLAP(オンライン分析処理)データ構造。キューブはメジャーで構成され、ディメ
ンションで編成されます。マルチディメンショナル・データ・ソースのキューブは、リ
レーショナル・データベース・モデルのスター・スキーマにほぼ相当します。

駆動表 一方の表が非常に小さく(駆動表)、他方の表が非常に大きい場合にOracle
BIサーバー・プロセスが複数データベース結合を処理する方法の最適化に使用
されるメカニズム。

クラスタ・コントローラ プレゼンテーション・サービスや他のクライアントからの新規要求の最初の接
点となるプロセス。クラスタ・コントローラは、Oracle BIサーバーの可用性と負
荷に基づいて、要求の振分け先のクラスタ内のOracle BIサーバーを決定しま
す。Oracle BIスケジューラ・インスタンスなどのクラスタ内のサーバーの処理を
モニターします。クラスタ・コントローラは、アクティブ/パッシブ構成にデプロイさ
れます。

グローバル・ヘッダー Oracle BIプレゼンテーション・サービスのユーザー・インタフェース・オブジェクト
で、ユーザーが速やかにタスクを開始したり、Oracle BIプレゼンテーション・カタ
ログ内の特定のオブジェクトを検出できるリンクやオプションが含まれます。グ
ローバル・ヘッダーはプレゼンテーション・サービスのユーザー・インタフェースに常
に表示されるため、ユーザーはリンクに簡単にアクセスでき、ホーム・ページや「カ
タログ」ページに移動しなくてもカタログを検索できます。

結果 Oracle BIサーバーから返される、分析に対する出力。

「分析」も参照してください。

原因/結果マップ 目標の因果関係を示すスコアカードのコンポーネント。「Oracle Scorecard and
Strategy Management」も参照してください。

権限 オブジェクトへのアクセスが可能なユーザーを指定し、ユーザーのオブジェクトと
の対話方法を制限します。権限の例には、書込み、削除、変更などの権限があり
ます。

「オブジェクト・プロパティ」を参照してください。

構造化問合せ言語(SQL) データの問合せと変更のための標準的なプログラミング言語。Oracle
Business Intelligenceでは、付加価値のある独自の拡張機能をいくつか持っ
たSQL-92標準がサポートされます。

「論理SQL」も参照してください。

コンテキスト・イベント・アク
ション

アクション・フレームワークを使用して、ビジネス・インテリジェンス・オブジェクト
からADFページの別の領域にコンテンツを渡す事前配信済アクション。
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「アクション」、「アクション・フレームワーク」および「アクション・リンク」も参照してくださ
い。

コンテンツ・デザイナ 分析、ダッシュボード、スコアカードなどのビジネス・インテリジェンス・オブジェク
トを作成するユーザー。

サブジェクト・エリア 特定のOracle BIリポジトリ内で、ビジネス・モデルに関するデータを編成した
り、表示するプレゼンテーション・レイヤーのオブジェクト。プレゼンテーション・レ
イヤーの最上位レベルのオブジェクトで、プレゼンテーション・サービスでユーザー
に表示されるデータのビューを表します。Oracle BIリポジトリのサブジェクト・エ
リアには、プレゼンテーション表、プレゼンテーション列およびプレゼンテーション
階層が格納されます。

プレゼンテーション・サービスでは、サブジェクト・エリアに、フォルダ、メジャー列、
属性列、階層列およびレベルが含まれます。

システム・コンポーネント Oracle Process Manager and Notification Server (OPMN)によって管理
されるサーバー・プロセス(Javaアプリケーションではない)。

「Oracle Process Manager and Notification Server (OPMN)」も参照してくださ
い。

集計の永続性 集計表とこれに対応するOracle Business Intelligenceメタデータ・マッピン
グの作成とロードを自動化し、集計ナビゲーションを可能にする機能。

集計表 ディメンショナル属性のセットに対して集計される、あらかじめ計算されたメ
ジャーからの結果を格納する表。集計表の各列には、特定のレベルのセットの
データが含まれます。たとえば、月間売上表には、各月の各店舗での各製品の
収益の合計があらかじめ計算されて含まれます。集計表を使用すると、パフォー
マンスが向上します。

集計ルール Oracle BIリポジトリの論理列または物理キューブ列に適用されるルール
で、SUMなどの特定の集計関数を列データに適用するよう指定します。

プレゼンテーション・サービスで、ユーザーは、リポジトリで適用されたルールを表
示できます。ユーザーは、メジャー列に対するデフォルトの集計ルールを変更する
こともできます。

主キー 各値が一意で、表の1行を識別する列(または列のセット)。

条件 分析またはキー・パフォーマンス・インディケータ(KPI)の評価に基づいて1つの
ブール値を返すオブジェクト。条件を使用して、エージェントがコンテンツを配信
してアクションを実行するかどうか、アクション・リンクをダッシュボード・ページに
表示するかどうか、セクションとそのコンテンツをダッシュボード・ページに表示す
るかどうかが決まります。

「アクション」、「アクション・リンク」、「エージェント」および「キー・パフォーマンス・インディケー
タ(KPI)」も参照してください。

初期化ブロック 動的リポジトリ変数、システム・セッション変数、およびシステム以外のセッション
変数の初期化に使用されます。初期化ブロックにはSQL文が含まれ、これを実
行するとそのブロックに関連付けられた変数の初期化やリフレッシュが行われ
ます。

スコアカード 「Oracle Scorecard and Strategy Management」を参照してください。
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スター・スキーマ 履歴情報のディメンショナル分析を可能にするリレーショナル・スキーマ。スター・
スキーマでは、論理ディメンション表と論理ファクト表の間に1対多関係がありま
す。各スターは、1つのファクト表と正規化されていないディメンション表のセット
で構成されます。

スノーフレーク・スキーマ 1つ以上のディメンションが部分的あるいは完全に正規化されたディメンショナ
ル・スキーマ。

セッション変数 「変数」を参照してください。

接続プール データ・ソースの接続情報を含む、Oracle BIリポジトリの物理レイヤーのオブ
ジェクト。

「物理レイヤー」も参照してください。

選択ステップ 問合せの集計後に適用される値の選択。表示されているメンバーにのみ作用
し、結果の集計値には作用しません。フィルタ同様、選択ステップは分析の結果
を限定します。

「分析」および「フィルタ」も参照してください。

戦略ツリー 目標とこれをサポートする子目標およびKPIがツリー図に階層状に表示されるス
コアカードのコンポーネント。

「Oracle Scorecard and Strategy Management」も参照してください。

戦略マップ スコアカードに定義された目標と目標の進捗を測定するKPIをパースペクティブ
によってどのように関係付けるかを示すスコアカードのコンポーネント。因果関係
も示されます。

「Oracle Scorecard and Strategy Management」も参照してください。

属性 Oracle BIリポジトリでのディメンションの詳細。属性は、通常、ディメンション表
の列として表示されます。

属性列 プレゼンテーション・サービスで、メンバーとも呼ばれる値のフラット・リストを保持
する列。これらのメンバー間に、階層列のメンバーのような階層関係はありませ
ん。製品IDや市などがこの例です。「階層列」を参照してください。

ダッシュボード 企業や外部情報のパーソナライズされたビューを提供するオブジェクト。ダッ
シュボードは、1つ以上のページで構成されます。ページには、分析の結果、イメー
ジ、エージェントからのアラートなどのWebブラウザでアクセスしたり開くことの
できる任意のオブジェクトを表示できます。

ダッシュボード・プロンプト ダッシュボードに追加されたプロンプト。ユーザーがプロンプト値を選択すると、
ダッシュボードに含まれているすべての分析の表示内容がその値によって決ま
ります。「分析プロンプト」および「プロンプト」を参照してください。

ダッシュボードURL 外部ポータルまたはアプリケーションでの特定のダッシュボードのコンテンツの
組込みや参照に使用されます。様々な形式と、動作の制御に使用されるオプ
ションの引数があります。

断片化の内容 指定されたレベルのデータのセット全体が論理表ソースに含まれていない場合
の論理表ソース内の指定されたデータのセットの一部。断片化の内容は、「論理
表ソース」ダイアログ・ボックスの「内容」タブにある「断片化の内容」ボックスに
入力した論理列によって定義されます。

通貨プロンプト 分析またはダッシュボードの通貨列に表示される通貨タイプをユーザーが変更
できるようにするプロンプト。「プロンプト」も参照してください。
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ディメンション 論理列(属性)の階層状の編成。1つ以上の論理ディメンション表が最大1つの
ディメンションに関連付けられます。

ディメンションには、1つ以上の(名前なし)階層が含まれます。論理ディメンショ
ンには、レベル・ベースの階層(構造階層)を持つディメンションと親子階層(値階
層)を持つディメンションの2種類があります。

時間ディメンションと呼ばれる特定のタイプのレベル・ベースのディメンション
は、時系列データをモデリングするための特別な機能を提供します。

「階層」も参照してください。

ディメンション表 特定のディメンションで使用される列を含む論理表。ディメンション表をファクト
表にすることはできません。「ファクト表」も参照してください。

データ・ソース名(DSN) 特定のデータベースに関する情報を含むデータ構造。通常、ODBCドライバに
よってデータベースへの接続に使用されます。DSNには、名前、ディレクトリ、デー
タベースのドライバなどの情報が含まれます。

Oracle BIリポジトリの物理レイヤーの接続プール・オブジェクトには、各データ・
ソースのDSN情報が含まれています。

データベース・ヒント SQL文内に配置され、最も効率的に文を実行する方法をデータベース問合せオ
プティマイザに指定する指示。ヒントはオプティマイザの実行計画をオーバーラ
イドするため、ヒントを使用してオプティマイザにより効率的な計画を使用させ、
パフォーマンスを向上させることができます。ヒントは、Oracle Databaseデー
タ・ソースでのみサポートされます。

問合せ Oracle BIサーバーに発行される、ベースとなるSQL文が含まれていま
す。Oracle Business Intelligenceの使用に問合せ言語の知識は必要ありま
せん。

問合せキャッシュ 他の問合せで使用できるよう問合せの結果を格納する機能。

時系列キー ディメンション・レベル内のメンバーの時系列を示す時間ディメンションの列。
キーは、そのレベルで一意である必要があります。

ノード・マネージャ Javaプロセスが応答しなくなったり、予期せず終了した場合にリモート・サーバー
の起動、停止および再起動の機能を提供するデーモン・プロセス。

「Javaコンポーネント」も参照してください。

パースペクティブ スコアカードでイニシアティブ、目標およびKPIに関連付ける組織内のカテゴリ。
パースペクティブにより、主要な利害関係者(顧客、従業員、株主、金融関係者な
ど)またはキー・コンピテンシ領域(時間、コスト、品質など)を示すことができます。

「イニシアティブ」、「キー・パフォーマンス・インディケータ(KPI)」、「目標」および「Oracle
Scorecard and Strategy Management」も参照してください。

パススルー計算 Oracle BIサーバーによって計算されるのではなく、別のデータ・ソースに渡され
る計算。上級ユーザーが、Oracle BIリポジトリを変更することなく、データ・ソース
の機能と関数を活用できるようにします。

ビジネス所有者 ビジネス価値、およびKPIやスコアカード・オブジェクト(目標、原因/結果マップ
など)のパフォーマンスの管理と向上の責任を負うユーザー。
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ビジネス・モデル ビジネス・モデル定義と、論理表から物理表へのマッピングが含まれます。ビジ
ネス・モデルは、物理レイヤーのオブジェクトと異なり、常にディメンション化さ
れ、データ・ソースの編成が反映されます。各ビジネス・モデルには、論理表、列お
よび結合が含まれます。

ビジネス・モデルとマッピング・
レイヤー

データのビジネス・モデルまたは論理モデルを定義し、ビジネス・モデルと物理レ
イヤー・スキームとの間のマッピングを指定するOracle BIリポジトリのレイヤー。
このレイヤーには、1つ以上のビジネス・モデルが含まれます。

ビジネス・モデルとマッピング・レイヤーによって、ユーザーに表示される分析動作
が決まり、ユーザーが使用できるオブジェクトのスーパーセットが定義されます。
ソース・データ・モデルの複雑さも隠します。

ビジョン・ステートメント 組織が将来的にどうありたいかを表した、スコアカード内の簡潔なステートメント
です。たとえば、南米ポリプロピレン市場で最も成功した企業になるなどです。

「ミッション・ステートメント」および「Oracle Scorecard and Strategy
Management」も参照してください。

非バランス型階層 リーフの深さが一様でない階層。たとえば、現在の月では日レベルのデータを格
納し、前月では月レベルで格納して、過去5年間のデータは四半期レベルで格
納するような選択が可能です。

「階層」も参照してください。

ファクト表 メジャーを含み、ディメンション表と複雑な結合関係にある、Oracle BIリポジトリ
内のビジネス・モデルとマッピング・レイヤーの論理表。「ディメンション表」も参照し
てください。

フィルタ 分析の実行時に表示される結果を限定する、属性列とメジャー列に適用される
基準。メジャー列の場合、フィルタは問合せの集計前に適用され、問合せと結果
の値に作用します。

「プロンプト」および「選択ステップ」も参照してください。

不規則な階層 「非バランス型階層」を参照してください。

複合結合 等号以外の式を使用する、Oracle BIリポジトリの物理レイヤーでの結合。

複数データベース結合 Oracle BIリポジトリ内の2つの表の結合。各表は異なるデータベース内にありま
す。

ブックマーク・リンク ダッシュボード・ページへのパスとページの状態のあらゆる側面を取り込みま
す。「プロンプト・リンク」を参照してください。

物理カタログ リポジトリの物理レイヤーにある、異なるスキーマをまとめるオブジェクト。カタロ
グには、データベース・オブジェクトのすべてのスキーマ(メタデータ)が含まれま
す。

物理結合 Oracle BIリポジトリの物理レイヤーの表同士の結合。

物理スキーマ バックエンド・データベースからのスキーマを表すOracle BIリポジトリの物理レイ
ヤーのオブジェクト。

物理表 Oracle BIリポジトリの物理レイヤーのオブジェクトで、通常、物理データベース
に存在する表に相当します。
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「物理レイヤー」も参照してください。

物理表示フォルダ Oracle BIリポジトリの物理レイヤーにオブジェクトを編成するフォルダ。メタデー
タ上の意味はありません。

物理レイヤー バックエンド・データ・ソースからの物理データ構成体を表すオブジェクトを含む
Oracle BIリポジトリのレイヤー。物理レイヤーは、物理問合せの記述に使用でき
るオブジェクトと関係を定義します。このレイヤーによってソースの依存性がカプ
セル化され、移植とフェデレーションが可能になります。

不透明なビュー SELECT文を構成する物理レイヤー表。Oracle BIリポジトリでは、不透明な
ビューは、物理データベース内のビュー表のように見えますが、ビューは実際に存
在しません。

ブリーフィング・ブック 「Oracle BIブリーフィング・ブック」を参照してください。

ブリッジ表 2つの表の間の多対多関係を解決する表。

プレゼンテーション階層 プレゼンテーション・サービスやその他のクライアントでマルチディメンショナル・
モデルを公開する明示的な方法を提供するOracle BIリポジトリのプレゼンテー
ション・レイヤーのオブジェクト。プレゼンテーション階層は、メンバーの選択、カ
スタム・メンバー・グループ、非対称型問合せなどの分析機能を公開します。ユー
ザーは、プレゼンテーション階層を使用して階層ベースの問合せを作成できま
す。

プレゼンテーション・サービスで、プレゼンテーション階層は階層列として表示さ
れます。

「階層列」および「プレゼンテーション・レベル」も参照してください。

プレゼンテーション・サービス 「Oracle BIプレゼンテーション・サービス」を参照してください。

プレゼンテーション・サービス・
サーバー

「Oracle BIプレゼンテーション・サービス・サーバー」を参照してください。

プレゼンテーション表 ユーザー・コミュニティにとって意味のあるカテゴリへの列の編成に使用される
Oracle BIリポジトリのプレゼンテーション・レイヤーのオブジェクト。プレゼンテー
ション表には、1つ以上の論理表から列を含めることができます。プレゼンテー
ション表の名前とオブジェクト・プロパティは論理表のプロパティとは無関係で
す。

プレゼンテーション・レイヤー カスタマイズされたセキュアな役割ベースのビジネス・モデルのビューをユーザー
に表示する手段を提供します。Oracle BIリポジトリのビジネス・モデルとマッピ
ング・レイヤーに抽象性のレベルを加えます。プレゼンテーション・レイヤーは、プレ
ゼンテーション・サービスやその他のクライアント・ツール、アプリケーションで分析
を作成したユーザーに表示されるデータのビューを提供します。

「ビジネス・モデルおよびマッピング・レイヤー」も参照してください。

プレゼンテーション・レベル ロールアップしたり、他のレベルからロールアップされる、Oracle BIリポジトリ内
のプレゼンテーション階層のコンポーネント。プレゼンテーション・レベルは、プレ
ゼンテーション・サービスで階層列内のレベルとして表示されます。

「階層レベル」および「プレゼンテーション階層」も参照してください。

プロセス・インスタンス BIインスタンスに関連付けられている、個々のワークステーション上の一意のプ
ロセス。
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「BIインスタンス」も参照してください。

プロンプト フィルタの一種で、コンテンツ・デザイナによるデータ値の作成および指定、およ
びエンド・ユーザーによる特定のデータ値の選択から、ダッシュボードやダッシュ
ボード・ページに組み込まれた個別または複数の分析に結果セットを提供できる
ようにします。プロンプトによって既存のダッシュボードおよび分析のフィルタの
拡張や改良が行われます。

プロンプトのタイプには、列プロンプト、通貨プロンプト、イメージ・プロンプトおよ
び変数プロンプトがあります。

「列プロンプト」、「通貨プロンプト」、「フィルタ」、「イメージ・プロンプト」および「変数プロン
プト」も参照してください。

プロンプト・リンク ダッシュボード・ページへのパスとダッシュボード・プロンプトの単純化されたプレ
ゼンテーションを取り込みます。

ブックマーク・リンクを参照してください。

分析 ユーザーがプレゼンテーション・サービスの「基準」タブで作成する問合せ。分析
には、オプションでフィルタまたは選択ステップを1つ以上含め、結果を限定する
ことができます。「フィルタ」および「選択ステップ」も参照してください。

分析基準 分析に指定された列、フィルタおよび選択ステップで構成されます。「分析」も参
照してください。

分析プロンプト 分析に追加されたプロンプト。ユーザーがプロンプト値を選択すると、そのプロン
プトを含む分析にかぎり、その値によって表示される内容が決まります。「ダッシュ
ボード・プロンプト」および「プロンプト」を参照してください。

別名表 別の物理表をソースとして参照する物理表。1つの物理表に様々な役割を設定
する必要がある場合に、別名表を使用すると、表ごとにキー、名前および結合を
変えて複数の表を設定できます。別名表の名前は物理SQL問合せで使用され
るため、別名表を使用して意味のある表名にし、SQL文を読みやすくすることも
できます。

変換 データベースから他の場所(他のデータベースの場合もある)に移動する際にデー
タに行われる処理。一部の変換は、通常、トランザクション・システムからデータ・
ウェアハウス・システムへの移動時にデータに対して行われます。

変数 管理タスクを効率化したり、変化するデータ環境に合せてメタデータの内容を動
的に変更するために使用されるOracle BIリポジトリ内のオブジェクト。

変数は次のいずれかのタイプです:

リポジトリ変数には2種類ありますが、任意の時点の1つの値を持ちます。リポジ
トリ変数は、静的および動的です。セッション変数は、各ユーザーのログイン時に
作成され、値が割り当てられます。セッション変数には、システムとシステム以外
の2種類があります。

変数プロンプト ダッシュボードに表示する値を、ユーザーが変数プロンプトで指定された値から
選択できます。変数プロンプトは列データに依存するのではなく、ユーザーが分
析の列データを操作(加算や乗算など)できるようにします。

「プロンプト」も参照してください。
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ホーム・ページ 直観的で、タスク・ベースの方法でプレゼンテーション・サービスの機能を開始し
ます。ホーム・ページはセクションに分かれており、各セクションでは、特定のタス
クを素早く開始したり、オブジェクトを検索したり、テクニカル・ドキュメントにアク
セスできます。

ミッション・ステートメント ビジョンを達成するために必要な主要なビジネス・ゴールと優先度を指定したス
コアカード内のステートメント。

「Oracle Scorecard and Strategy Management」および「ビジョン・ステートメント」も
参照してください。

メジャー列 レコードごとに変化し、合計および集計が可能な列。売上金額や注文数量はメ
ジャーの代表例です。メジャーは、問合せ時にデータ・ソースから計算されます。

メジャー列は、Oracle BIリポジトリ(通常はファクト表)またはプレゼンテーショ
ン・サービスで表示されます。

メタデータ データに関するデータ。メタデータ・オブジェクトには、スキーマの説明(表、列、
データ型、主キー、外部キーなど)と論理構造(ファクト表、ディメンション、論理表
ソース・マッピングなど)が含まれます。

Oracle BIリポジトリは、Oracle BIサーバーによって問合せの処理に使用され
るメタデータで構成されます。

メタデータ・ディクショナリ 列などのメタデータ・オブジェクトについて、そのプロパティや他のメタデータ・オ
ブジェクトとの関係などが記述された静的なXMLドキュメントのセット。メタデー
タ・ディクショナリは、ユーザーがリポジトリ・オブジェクトのメトリックや属性につ
いての詳細情報を得るのに役立ちます。

目標 企業の戦略をまとめたスコアカード内の要求される成果または望ましい結果。

「イニシアティブ」および「Oracle Scorecard and Strategy Management」も参照し
てください。

リポジトリ 「Oracle BIリポジトリ」を参照してください。

リポジトリ変数 「変数」を参照してください。

列 Oracle BIリポジトリでは、列は、物理列、論理列またはプレゼンテーション列で
す。

プレゼンテーション・サービスでは、分析によって返される個々のデータが示され
ます。列、およびフィルタや選択ステップによって分析に含まれるデータが決まり
ます。列には、格納される情報のタイプ(アカウント、連絡先など)を示す名前も付
けられています。

「分析」、「属性列」、「階層列」および「メジャー列」も参照してください。

列フィルタ 「フィルタ」を参照してください。

列プロンプト フィルタのタイプの1つで、特定の値プロンプトをデータ列に作成できるようにし
ます。ダッシュボードまたは分析に単体として存在させることも、既存のダッシュ
ボードおよび分析フィルタの拡張または改良に使用することもできます。「プロン
プト」も参照してください。

レベル 「階層レベル」を参照してください。



用語集 105

レベル・スキップ階層 一部のメンバーが特定の祖先レベルの値を持たない階層。たとえば、米国で、コ
ロンビア特別区のワシントン市は州に属していません。州がなくても、国レベル
(米国)からワシントン以下にユーザーが移動できることが期待されます。

「階層」も参照してください。

レポート 問合せの実行からユーザーに返される、Oracle BI Publisherを使用して
作成されるレスポンス。レポートは、書式設定、ダッシュボード・ページでの表
示、Oracle BIプレゼンテーション・カタログでの保存および他のユーザーとの共
有が可能です。

「分析」も参照してください。

論理結合 論理表間の関係を表す結合。論理結合は、物理的な結合ではなく概念上の結
合です。つまり、特定のキーまたは列を結合しません。1つの論理結合が、多数の
物理結合に相当することがあります。

論理表 Oracle BIリポジトリのビジネス・モデルとマッピング・レイヤーの表オブジェク
ト。1つの論理表は、1つ以上の物理表にマップできます。論理表は、ファクト表ま
たはディメンション表のいずれでもかまいません。

「ディメンション表」および「ファクト表」も参照してください。

論理表示フォルダ ビジネス・モデルとマッピング・レイヤーでのオブジェクトの編成に使用される
フォルダ。メタデータ上の意味はありません。

論理表ソース Oracle BIリポジトリのビジネス・モデルとマッピング・レイヤーのオブジェクト
で、1つの論理表から1つ以上の物理表へのマッピングを定義します。また、物理
レイヤーと、ビジネス・モデルおよびマッピング・レイヤーとの間で発生する変換の
指定、および集計ナビゲーションと断片化の実現にも物理から論理へのマッピ
ングを使用できます。

論理レイヤー 「ビジネス・モデルおよびマッピング・レイヤー」を参照してください。

論理レベル ロールアップしたり、他のレベルからロールアップされる、Oracle BIリポジトリ内
のレベル・ベースの階層のコンポーネント。

親子階層では、祖先と子孫の間にメタデータの論理レベル・オブジェクトとして
表されない、暗黙的なメンバー間のレベルがあります。親子階層には論理レベ
ル・オブジェクトも含まれますが、それらのレベルはシステムで生成されたもの
で、全メンバーの集計を可能にするためにのみ存在します。

「ディメンション」および「階層」も参照してください。

論理SQL Oracle BIサーバーによって解釈されるSQL文。Oracle BIサーバーの論理SQL
には、標準のSQLとAGO、TODATE、EVALUATEなどの特別な関数(拡張
SQL)が含まれます。

ユーザーが要求を行うと、プレゼンテーション・サービスなどのクライアントは、論
理SQLをOracle BIサーバーに送信します。また、論理SQLはビジネス・モデル
とマッピング・レイヤーで使用され、異機種データベース・アクセスと移植を可能に
します。Oracle BIサーバーは、論理SQLを、ソース・データベースで解釈可能な物
理SQLに変換します。

ADFビジネス・インテリジェン
ス・コンポーネント

Oracle Business Intelligenceのプレゼンテーション・カタログ・オブジェクトを
ADFアプリケーションに組み込む機能を開発者に提供します。このコンポーネン
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トでは、Oracle BIプレゼンテーション・カタログへのアクセスにSOAP接続が使
用されます。

BIインスタンス BIドメインのシステム・コンポーネント(コアアプリケーション)のことです。「BIドメイ
ン」も参照してください。

BIオブジェクト プレゼンテーション・サービスを使用して作成され、Oracle BIプレゼンテーショ
ン・カタログに保存される各ビジネス・インテリジェンス・コンテンツ。BIオブジェ
クトの例には、分析、ダッシュボード・ページ、スコアカード、KPIなどがあります。

BI検索 プレゼンテーション・サービス外にある検索ツール。管理者がBI検索のURLへ
のリンクを追加していると、ホーム・ページからBI検索を使用できます。BI検索に
は、Oracle BIプレゼンテーション・カタログ内のオブジェクトを検索するための
全文検索エンジンに似たメカニズムが用意されています。

BIドメイン 構成可能なシステム・コンポーネント(コア・アプリケーション)とJavaコンポーネン
ト(WebLogicドメイン)が含まれ、Webベースの管理ツールとリソースを利用する
アプリケーションも含まれます。

BIドメインは、1つ以上の物理サーバーにまたがるミドルウェア・ホームのセットの
場合もあります。「BIインスタンス」も参照してください。

DSN 「データ・ソース名(DSN)」を参照してください。

Essbase Oracleから使用できるマルチディメンショナル・データベース管理システムで、
ビジネス・インテリジェンス・アプリケーションを構築するベースとなるマルチディ
メンショナル・データベース・プラットフォームを提供します。Oracle Hyperion
Essbaseとも呼ばれます。

Fusion Middleware
Control

Fusion Middlewareコンポーネントのモニターと構成を行えるWebベースの管
理ツール。

Go URL 特定のビジネス・インテリジェンスの結果を外部ポータルやアプリケーションに組
み込みます。Go URLは、結果をお気に入りに追加したり、ダッシュボードや外部
Webサイトへの要求にリンクを追加する場合に使用されます。様々な形式と、動
作の制御に使用されるオプションの引数があります。

Java components 1つ以上のJava EEアプリケーション(およびリソースのセット)としてデプロイさ
れ、ノード・マネージャによって管理されるFusion Middleware Controlコン
ポーネント。

「ノード・マネージャ」も参照してください。

KPI監視リスト KPIをエンド・ユーザーに配布する方法。監視リストはKPIを集めたもので、カタロ
グに格納されているKPIを追加して作成します。KPI監視リストを作成して保存
すると、カタログ・オブジェクトとして格納され、ダッシュボードやスコアカードに追
加できます。

「キー・パフォーマンス・インディケータ(KPI)」も参照してください。

OCI 「Oracle Call Interface (OCI)」を参照してください。

ODBC 「Open Database Connectivity (ODBC)」を参照してください。

Open Database
Connectivity(ODBC)

リレーショナル・データベースとリレーショナル以外のデータベースの両方のデータ
のアクセスに使用される標準インタフェース。データベースごとに使用されるデー
タ格納形式やプログラミング・インタフェースが異なる場合も、データベース・アプ
リケーションではODBCを使用して、各タイプのデータベース管理システムに格
納されているデータにアクセスできます。
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OPMN 「Oracle Process Manager and Notification Server (OPMN)」を参照してくださ
い。

Oracle BI JavaHost Javaライブラリに用意されている、グラフなどのコンポーネントをサポートする
ための機能をプレゼンテーション・サービスが使用できるようにするサービス。
サービスは、要求/応答モデルに基づいて提供されます。Oracle BI論理SQL
ビュー・オブジェクト

Oracle BI Publisher Oracle Business Intelligence内のJ2EEアプリケーションで、エンタープライ
ズ全体の公開サービスを提供します。高度に書式設定された、ピクセル対応レ
ポートを生成します。

「レポート」も参照してください。

Oracle BI Publisherレポート 「レポート」を参照してください。

Oracle BI管理ツール Oracle BIリポジトリの作成や編集に使用されるWindowsアプリケーション。管
理ツールでは、リポジトリの3つの部分(物理レイヤー、ビジネス・モデルとマッピン
グ・レイヤー、およびプレゼンテーション・レイヤー)がグラフィック表示されます。

Oracle BIサーバー ODBCを介してプレゼンテーション・サービスや他のクライアントに提供する論理
データ・モデルを保持するスタンドアロン・プロセス。データ・モデルに関するメタ
データは、リポジトリ・ファイルと呼ばれるローカルの専用ファイルに保持されま
す。Oracle BIサーバーは、ユーザーの要求やベースとなるデータ・ソースの問合せ
を処理します。

Oracle BIサーバーXML API Oracle BIリポジトリ・メタデータの汎用的なXMLベースのプレゼンテーションを
作成するユーティティを提供します。このXMLファイル版のリポジトリは、プログ
ラムによるメタデータの変更に使用できます。Oracle BIサーバーXML APIオブ
ジェクトは、RPDファイル内のメタデータ・リポジトリ・オブジェクトに相当します。
これらのオブジェクトは、Oracle BIプレゼンテーション・カタログ内のXMLオブ
ジェクトとは異なります。

Oracle BIスケジューラ 指定された時間に結果をユーザーに配信するようスケジュールするための拡張
可能なスケジューリング・アプリケーション。Oracle BIデリバーの機能をサポート
するエンジンです。

「結果」も参照してください。

Oracle BIブリーフィング・ブッ
ク

ダッシュボード・ページ、個々の分析およびBI Publisherレポートの静的また
は更新可能なスナップショットの集まり。ブリーフィング・ブックをPDFまたは
MHTML形式でダウンロードし、印刷または表示できます。エージェントを使用し
て、ブリーフィング・ブックの更新、スケジュールおよび配信を行うこともできます。

Oracle BIプレゼンテーション・
カタログ

分析やダッシュボードなどのビジネス・インテリジェンス・オブジェクトを格納し、
ユーザーが、オブジェクトの作成、アクセスおよび管理を行ったり、オブジェクト・
ベースの特定のタスク(エクスポート、印刷、編集など)を行うインタフェースを提
供します。このカタログは、共有または個人のフォルダに編成されます。

Oracle BIプレゼンテーション・
サービス

Webクライアントへのビジネス・インテリジェンス・データのプレゼンテーションに
使用されるフレームワークとインタフェースを提供します。このプレゼンテーション・
フレームワークのカスタマイズに使用されるプレゼンテーション・カタログ・サービ
スをファイル・システム上で管理します。このスタンドアロン・プロセスは、ODBC
over TCP/IPを使用してOracle BIサーバーと通信します。アンサー、デリバーお
よびインタラクティブ・ダッシュボードと呼ばれるコンポーネントで構成されます。

「ODBC」; 「Oracle BIサーバー」; 「Oracle BIプレゼンテーション・カタログ」; 「Oracle
BIプレゼンテーション・サービス・サーバー」も参照してください。
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Oracle BIプレゼンテーション・
サービス・サーバー

情報およびデータをOracle BIサーバーと交換するOracle BI Webサーバー。

Oracle BIリポジトリ Oracle Business Intelligenceメタデータを格納するファイル。メタデータは、
論理スキーマ、物理スキーマ、物理から論理へのマッピング、集計表ナビゲーショ
ンやその他の構成体を定義します。リポジトリ・ファイルには、.rpdという拡張子
が付きます。Oracle BIリポジトリは、Oracle BI管理ツールを使用して編集でき
ます。

「メタデータ」および「Oracle BI管理ツール」も参照してください。

Oracle BI論理SQLビュー・オ
ブジェクト

開発者が、Oracle BIサーバーにアクセスしてビジネス・インテリジェンス・データ
をフェッチし、ネイティブADFコンポーネントにバインドしてADFページに含める
論理SQL文を作成できるようにします。このビュー・オブジェクトは、BI JDBC接
続を使用してOracle BIサーバーに接続します。

Oracle Business
Intelligence SOA用Web
サービス

BIミドルウェアJ2EEアプリケーションによってホストされ
る、ExecuteAgent、ExecuteAnalysisおよびExecuteConditionの3つの
Webサービスを含みます。これらのWebサービスは、開発者がサード・パーティ
Webサービス・クライアント(Oracle SOA Suiteなど)を使用して、ビジネス・イン
テリジェンス・オブジェクトを検索したり、サービス指向アーキテクチャ・コンポー
ネントに含めたりすることを可能にするよう設計されています。

「Oracle Business IntelligenceセッションベースWebサービス」も参照してください。

Oracle Business
Intelligence Webサービス

「Oracle Business Intelligenceセッション・ベースWebサービス」および「Oracle
Business Intelligence SOA用Webサービス」を参照してください。

Oracle Business
Intelligenceセッション・ベー
スWebサービス

SOAPを実装するAPI。これらのWebサービスはプログラムでの使用を目的とし
て設計されており、開発者は、1つのWebサービスから多様なビジネス・インテリ
ジェンス・オブジェクトを起動します。これらのWebサービスは、様々なプレゼン
テーション・サービス処理に対する機能を提供します。これらのWebサービスに
よって、開発者は、Oracle BIプレゼンテーション・サービスから結果を抽出して
外部アプリケーションに配信したり、プレゼンテーション・サービス管理機能を実
行したり、Oracle Business Intelligenceアラート(インテリジェント・エージェン
トとも呼ばれる)を実行できます。

「Oracle Business Intelligence SOA用Webサービス」も参照してください。

Oracle Call Interface
(OCI)

Oracle Databaseデータ・ソースへの接続にOracle BIサーバーが使用する接
続インタフェース。Oracle DatabaseからのメタデータのインポートやOracle
Databaseへの接続には常にOCIを使用する必要があります。

Oracle Process Manager
and Notification Server
(OPMN)

すべてのシステム・コンポーネント(サーバー・プロセス)を管理し、ローカルと分散
の両方のプロセス管理、自動プロセス・リサイクリングおよびプロセスの状態(稼
働、停止、起動中、停止中)の伝達をサポートするプロセス管理ツール。OPMN
は、プロセスの使用不可の状態を検知し、プロセスを自動的に再起動します。

「システム・コンポーネント」も参照してください。

Oracle Scorecard and
Strategy Management

ビジネス戦略を表明して伝達することができる業績管理ツール。企業の戦略や
業績をトップ・ダウンまたはボトム・アップで推進したり評価できます。

Oracle Technology
Network (OTN)

オラクル社製品に関する技術情報のリポジトリで、記事の検索、ディスカッショ
ンへの参加、ユーザー・コミュニティへの技術的な質問およびオラクル社製品とド
キュメントの検索とダウンロードを行えます。

SQL 「構造化問合せ言語(SQL)」を参照してください。
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WebLogic Scripting Tool
(WLST)

WebLogic Serverインスタンスとドメインの構成、管理および変更の保持と、
サーバーの実行時のイベントのモニターおよび管理を可能にするコマンドライン・
スクリプティング・インタフェース。

WebLogicドメイン SOAP、HTTPおよびその他の形式の要求のサービスに加わるよう構成された
Javaコンポーネントが含まれます。

XML API 「Oracle BIサーバーXML API」を参照してください。
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